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八
月
初
旬
、
東
京

か
ら
電
話
が
あ
っ

た
。
Ｕ
と
い
う
人
物

か
ら
で
、「
実
は
、

先
生
が
訪
問
歯
科
を

熱
心
に
や
ら
れ
て
い

る
の
を
お
聞
き
し
て
、
ぜ
ひ
私

ど
も
の
施
設
で
力
を
貸
し
て
い

た
だ
け
な
い
か
」
と
い
う
内
容

で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
今

年
の
十
一
月
に
、
金
沢
市
内
に

高
齢
者
住
宅
を
建
設
し
て
、
そ

の
入
居
者
の
検
診
な
ら
び
に
歯

科
治
療
を
依
頼
し
た
い
と
の
こ

と
で
、
す
で
に
県
の
担
当
課
と

は
話
は
つ
い
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
覚
書
な
る
文
書
が

送
付
さ
れ
て
き
た
の
で
、
そ
の

内
容
を
読
む
と
、「
甲
（
私
）

は
乙
（
Ｕ
）
に
対
し
て
診
療
報

酬
の
一
〇
％
を
往
診
時
の
紹
介

手
数
料
云
々
と
し
て
支
払
う
」

と
書
い
て
あ
る
で
は
な
い
か
。

こ
ち
ら
か
ら
頼
ん
で
も
い
な

い
の
に
、
合
点
が
い
か
な
い
の

で
、
協
会
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、「
県
の
認
可
は
ま
だ
お

り
て
い
ま
せ
ん
」
と
の
こ
と
。

歯
科
医
師
会
に
た
ず
ね
て
も
、

「
そ
ん
な
団
体
は
知
り
ま
せ
ん

し
話
も
来
て
い
ま
せ
ん
」
と
、

に
べ
も
な
く
告
げ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
Ｕ
か
ら
電
話
が
あ

っ
た
が
、
話
は
歯
科
医
師
会
を

通
し
て
か
ら
に
し
て
欲
し
い
と

告
げ
る
と
、
二
度
と
電
話
は
か

か
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

最
近
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も

上
限
に
達
し
た
の
で
、
新
た
に

高
齢
者
住
宅
な
る
も
の
を
建
設

し
て
、
そ
の
訪
問
診
療
の
あ
っ

せ
ん
を
し
て
紹
介
料
を
も
ら
う

と
い
う
新
手
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
る
も
の
が
暗
躍
し
て
い

る
そ
う
で
あ
る
。
お
互
い
に
気

を
つ
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

今月の会員数／1006人（医科727人・歯科279人） 
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食 育 講 演 会  食 育 講 演 会  

口腔機能の重要性を再確認 
報告 

八
面
に
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
を
掲
載

行
さ
れ
た
の
を
受
け
、
石
川
県

保
険
医
協
会
歯
科
部
（
食
育
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
五
人
）

と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
め
ば
良
い
か
検
討
致
し
ま

し
た
。

ま
ず
、
現
在
の
子
ど
も
た
ち

は
、
硬
い
物
や
野
菜
な
ど
を
噛

も
う
と
し
な
い
・
噛
め
な
い
、

い
つ
ま
で
も
口
の
中
に
食
物

を
保
持
し
飲
み
込
も
う
と
し
な

い
、
舌
小
帯
の
伸
び
が
悪
い
、

舌
足
ら
ず
の
発
音
な
ど
、
口

腔
機
能
に
多
く
の
問
題
を
持
っ

て
お
り
、
歯
科
医
師
と
し
て
今

後
、
そ
の
解
決
法
の
指
導
な
ど

を
国
民
に
行
う
必
要
が
あ
る
、

と
い
う
観
点
か
ら
、
歯
科
医

師
、
お
よ
び
関
係
職
種
の
方
々

を
対
象
に
「
口
腔
機
能
の
育

成
」
の
学
び
か
ら
始
め
る
こ
と

に
な
り
、
今
回
の
講
演
会
開
催

と
な
っ
た
次
第
で
す
。

■
講
演
内
容

【
講
演
Ⅰ
】

○
講
師
・
向
井
美
惠
先
生

（
昭
和
大
学
歯
学
部
口
腔
衛
生

学
教
授
）

○
テ
ー
マ
・「
健
全
な
口
腔

機
能
の
育
成
を
目
指
し
て
〜
歯

科
に
お
け
る
食
育
〜
」

乳
幼
児
の
摂
食
・
嚥
下
機
能

の
発
達
過
程
と
特
徴
、
そ
の
診

断
と
対
応
、
離
乳
期
各
段
階
の

離
乳
食
の
摂
取
方
法
と
そ
の
食

環
境
に
よ
る
影
響
、
機
能
不
全

の
状
態
と
そ
の
解
決
法
等
々
ご

講
演
下
さ
い
ま
し
た
。
文
字
を

通
し
て
は
理
解
し
難
い
点
や
外

か
ら
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
咀

嚼
時
の
口
腔
内
の
動
き
な
ど
を

映
像
を
通
し
て
説
明
し
て
下
さ

り
、
実
演
も
交
じ
え
て
の
講
演

に
、
参
加
者
は
夢
中
で
聴
き
入

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

【
講
演
Ⅱ
】

○
講
師
・
丸
山
進
一
郎
先
生

（
埼
玉
、
ア
リ
ス
バ
ン
ビ
ー
ニ

小
児
歯
科
院
長
）

○
テ
ー
マ
・「
私
と
食
育
と

の
か
か
わ
り
〜
臨
床
と
学
校
歯

科
保
健
〜
」

学
校
や
保
育
所
・
幼
稚
園
で

の
食
育
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
前
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
噛
め
な
い
子

の
問
題
の
テ
レ
ビ
報
道
ビ
デ
オ

も
見
せ
て
い
た
だ
き
、
歯
科
以

外
の
職
種
の
方
に
も
分
か
り
や

す
い
講
演
だ
っ
た
と
好
評
で
し

た
。※

両
先
生
の
講
演
レ
ジ
ュ
メ

の
欲
し
い
方
は
、
保
険
医
協

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
参
加
者
八
十
四
人

歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
以

外
に
も
医
師
・
言
語
聴
覚
士
・

管
理
栄
養
士
・
行
政
の
方
な

ど
多
種
に
わ
た
る
参
加
者
が
あ

り
、
保
険
医
協
会
な
ら
で
は
の

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
福
井
・
富
山
か
ら
も

参
加
が
あ
り
、
開
催
者
と
し
て

励
ま
し
を
受
け
ま
し
た
（
福
井

県
の
歯
科
医
師
会
は
偶
然
に
も

同
じ
テ
ー
マ
で
十
一
月
に
開
催

予
定
だ
そ
う
で
す
）。

質
疑
応
答
が
多
く
、
時
間
延

長
と
な
っ
た
た
め
、
帰
り
が

慌
た
だ
し
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
三
十
六
人
も
の
方
が
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
て
く
だ
さ
り
、

大
変
分
か
り
や
す
く
、
口
腔
機

能
の
育
成
の
重
要
さ
を
改
め
て

認
識
し
た
と
好
評
で
し
た
。

今
後
も
さ
ら
に
活
動
を
検
討

し
て
行
く
予
定
で
す
。
皆
様
か

ら
良
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

け
れ
ば
感
謝
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

七
月
二
十
三
日
（
日
）、
金
沢
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
向

井
美
惠
氏
（
昭
和
大
学
歯
学
部
口
腔
衛
生
学
教
授
）
と
丸
山

進
一
郎
氏
（
埼
玉
、
ア
リ
ス
バ
ン
ビ
ー
ニ
小
児
歯
科
院
長
）

を
迎
え
て
、
第
一
回
食
育
講
演
会
を
開
催
し
た
。

県
内
外
の
歯
科
医
、
歯
科
衛
生
士
を
は
じ
め
と
し
て
幅
広

い
職
種
か
ら
八
十
四
人
の
参
加
が
あ
り
、
フ
ロ
ア
発
言
や
質

疑
も
活
発
に
行
わ
れ
、
今
後
の
企
画
に
も
多
く
の
期
待
が
寄

せ
ら
れ
た
。

石
川
協
会
で
は
、
食
育
基
本
法
が
昨
年
七
月
に
施
行
さ
れ

た
の
を
契
機
に
、
歯
科
医
が
食
育
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
せ
る
の
か
を
探
ろ
う
と
、
近
藤
政
子
会
員
を
中
心

に
、
歯
科
会
員
の
有
志
五
人
が
集
結
し
て
「
食
育
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。

第
一
回
食
育
講
演
会
は
、
こ
の
食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
で
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
ま
ず
歯
科
医
師
、
歯
科
関
連
職

種
自
身
が
口
腔
機
能
の
育
成
と
い
う
面
か
ら
食
育
に
つ
い
て

学
ぼ
う
と
い
う
趣
旨
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
度
、
食
育
講
演
会
が
七

月
二
十
三
日
開
催
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
ご
報
告
致
し
ま
す
。

■
講
演
会
を
催
す
ま
で
の

　

経
過
報
告

食
育
基
本
法
が
昨
年
七
月
施

向井美惠氏（昭和大学歯学部口腔衛生学教授）〔写真左〕と丸山進一郎氏（埼玉、
アリスバンビーニ小児歯科院長）を迎えて、第１回食育講演会を開催

84人が参加し、フロア発言や質問などが活発に行われた（7月23日／金沢都ホテル）

司会を務めた保険医協会「食育
プロジェクト」の近藤政子会員



石 川 保 険 医 新 聞 2006年９月15日（毎月15日発行）（2）第413号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）

ffffffffffffffffffffffffffffffff
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f

ffffffffffffffffffffffffffffffff
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f

げ
ん
し
ば
く
だ
ん
は
い
や
だ 
げ
ん
し
ば
く
だ
ん
は
い
や
だ 
げ
ん
し
ば
く
だ
ん
は
い
や
だ 

「N
A
G
A
S
A
K
I 1945

・
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
」
上
映
会 

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
参
加 

話
で
あ
り
、
秋
月
氏
が
長
崎
の

浦
上
第
一
病
院
（
現
・
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
病
院
）
に
赴
任
し
て

か
ら
ま
も
な
く
原
爆
が
落
と
さ

れ
、
自
ら
も
被
爆
し
な
が
ら
、

医
療
活
動
を
懸
命
に
続
け
た
数

十
日
間
を
描
い
て
い
る
。
被
爆

の
様
子
は
ソ
フ
ト
な
タ
ッ
チ
で

描
か
れ
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
く
鑑
賞
で
き
る
映
画
と

な
っ
て
い
る
。
全
国
で
一
千
カ

所
以
上
の
上
映
を
目
指
し
て
、

今
、
各
地
で
上
映
会
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。

石
川
県
で
は
、
今
年
一
月
に

「
核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医

師
の
会
」
が
呼
び
か
け
、「
石

川
県
原
爆
被
災
者
友
の
会
」
や

「
石
川
県
生
活
協
同
組
合
連
合

会
」
か
ら
の
賛
同
を
得
、「
ア

ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
」
上
映
実
行
委

員
会
が
発
足
し
た
。
以
来
、
月

一
回
の
ペ
ー
ス
で
実
行
委
員
会

を
開
き
、
試
写
会
の
開
催
や
後

援
依
頼
、
チ
ケ
ッ
ト
普
及
活
動

に
奔
走
し
て
き
た
。

上
映
実
行
委
員
会
が
目
指
し

た
の
は
、「
核
兵
器
廃
絶
と
平

和
へ
の
願
い
を
世
界
中
の
子
ど

も
た
ち
に
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
寄
せ
ら
れ
た
感
想
文
の
中

に
、「
ぜ
ん
ぶ
こ
わ
か
っ
た
。

お
と
も
こ
わ
か
っ
た
。
こ
わ
か

っ
た
け
ど
が
ま
ん
し
た
。
で
も

と
ち
ゅ
う
で
で
て
い
っ
た
。
そ

し
て
ま
た
は
い
っ
た
。
げ
ん
し

ば
く
だ
ん
は
い
や
だ
」
と
書
か

れ
た
小
学
一
年
生
の
感
想
が
あ

っ
た
。
こ
の
一
言
で
、
こ
の
た

び
の
上
映
会
が
成
功
し
た
こ
と

を
知
っ
た
。

上
映
実
行
委
員
会
は
こ
の
八

月
に
閉
会
し
た
が
、
今
後
も
こ

の
映
画
の
上
映
会
の
企
画
を
応

援
し
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
地
域
、

学
校
で
こ
の
『
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｉ
１
９
４
５
・
ア
ン
ゼ
ラ
ス

の
鐘
』
の
上
映
会
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
を
願
う
。

※三井生命・明治安田生命・富国生命の普及担当者がお伺いいたしますので、ご面談下さいますようお願い申し上げます。 

●資料請求・ 
　お問い合わせは… 石川県保険医協会まで ：   ：

保険医年金は、国の公的年金制度が不十分なために作られた医師・歯科医師の積み立て型の

年金制度です。1968年の発足以来、現在では加入者6万人超、積立年金総額1兆1千億円を

超える日本最大規模の団体年金制度に発展しています。 

この制度では年金制度で最も大事な点である、加入者の年金給付を守ることを重視し、これ

までに年金受給者の年金額をカットしたことは一度もありません。 

また、スケールメリットを生かして、生保手数料を拠出型企業年金保険の中では最も低い金

額に押さえ、その分を加入者の積立金に回るよう運営しております。 

月
日 

締切 
保険医年金 加入・増口受付中 保険医年金 加入・増口受付中 保険医年金 加入・増口受付中 保険医年金 加入・増口受付中 年度 

～この機会にぜひ加入・増口をご検討ください～ 

予定利率1.256％ 

第
八
回
理
事
会
は
、
夏
休

み
直
前
の
理
事
会
。
主
な

討
議
内
容
を
以
下
に
記
載
し

た
。【

ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
】
参

加
者
六
百
五
十
六
人
、
協
会

が
か
か
わ
っ
た
市
民
参
加
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
四
回

連
続
の
大
成
功
。
も
ち
ろ
ん
、

収
支
も
黒
字
と
な
っ
た
。

【
休
業
保
障
問
題
】
小
島

登
経
営
・
共
済
部
長
の
大
健

闘
で
、
分
か
り
や
す
い
説
明

が
聞
か
れ
た
。
新
保
険
業
法

の
下
、
休
業
保
障
制
度
の
今

後
の
選
択
肢
と
し
て
、
保
団

連
は
、「
三
井
生
命
へ
の
委

託
」
を
望
ん
で
い
る
が
、
金

融
庁
と
の
解
釈
の
違
い
で
う

ま
く
進
ん
で
い
な
い
。
会
員

へ
は
、
経
営
・
共
済
部
か
ら

詳
し
い
報
告
が
あ
る
予
定
。

【
食
育
講
演
会
】
初
め
て

の
試
み
だ
っ
た
が
、
こ
れ
が

ま
た
大
成
功
。
こ
の
方
面
第

一
人
者
の
講
演
に
参
加
者
一

同
、
大
い
に
研
鑽
に
励
ん
だ

よ
う
だ
。
歯
科
部
の
面
目
躍

如
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
だ
っ

た
。【

十
月
改
定
検
討
会
開
催

決
定
】
九
月
最
後
の
週
に
、

開
催
予
定
。
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
る
医
療
界
。
会
員
と
と

も
に
制
度
へ
の
理
解
を
深
め

よ
う
と
の
企
画
で
あ
る
。
今

年
度
は
、
大
々
的
な
改
定
の

た
め
、
学
術
・
保
険
部
の
企

画
が
重
厚
で
、
同
部
の
予
算

が
足
り
な
く
な
っ
て
い
る
。

補
正
を
組
ん
で
も
、
会
員
の

た
め
の
協
会
を
目
指
し
て
取

り
組
む
姿
勢
は
頼
も
し
い
。

【
健
康
増
進
法
に
基
づ
く

保
健
予
防
新
戦
略
】
服
部
医

療
福
祉
部
長
の
力
作
の
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
、
理
事

一
同
、
健
康
増
進
法
に
つ
い

て
研
鑽
。
介
護
保
険
に
続
い

て
、
医
療
か
ら
か
な
り
の
部

分
が
分
離
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

【
十
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
健
康
保
健
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
内
容
確

認
】
最
後
は
、
十
月
一
日

以
後
の
健
康
保
健
法
改
定
内

容
に
つ
い
て
の
整
理
。
国
の

医
療
費
削
減
に
向
け
た
一
連

の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を
再
確

認
・
再
認
識
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

協
会
企
画
の
イ
ベ
ン
ト
は

成
功
裏
に
進
ん
で
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
が
、
最
後

に
、
十
月
改
定
、
健
康
増

進
法
と
ダ
ブ
ル
で
宿
題
を
も

ら
っ
た
よ
う
な
、
二
〇
〇
六

年
度
前
半
最
終
理
事
会
だ
っ

た
。

〔
西
田
記
〕

前半が成功裏に終了 
後半ますます多忙に 
前半が成功裏に終了 
後半ますます多忙に 

（8月1日・12人出席） 

第8回 理事会点描 

長
崎
の
原
爆
に
つ
い
て
描

か
れ
た
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
『
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ

１
９
４
５
・
ア
ン
ゼ
ラ
ス

の
鐘
』
の
字
幕
付
き
上
映
会

が
、
七
月
二
十
三
日
（
日
）

に
、
石
川
県
文
教
会
館
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
午
前
、

午
後
の
二
回
に
わ
た
る
上
映

で
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
約

六
百
五
十
人
が
集
ま
り
、
平
和

へ
の
願
い
を
新
た
に
し
た
一
日

と
な
っ
た
。

『
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ

１
９
４
５
・
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の

鐘
』
は
、
広
島
、
長
崎
へ
の
原

爆
投
下
六
十
年
目
の
昨
年
、
平

和
祈
念
作
品
と
し
て
製
作
さ
れ

た
映
画
で
あ
る
。『
死
の
同
心

円
』
の
著
者
で
、
医
師
の
秋
月

辰
一
郎
氏
を
主
人
公
に
し
た
実

会場の石川県文教会館には約650人が集まり
映画を通して、平和への願いを新たにした
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福祉を語る講演＆リレートーク 

グループホームたかまつ事件から見えてきたこと、 
そして共感できる場を求めて 

あれは自分ではなかったか あれは自分ではなかったか 

事務局　小野　栄子 
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石川県保険医協会 2006年10月 
医療保険改定検討会のお知らせ 

2006年10月 
医療保険改定検討会のお知らせ 

2006年10月 
医療保険改定検討会のお知らせ 

開催日時：9月28日（木） 午後7時から午後9時まで 
開催場所：金沢都ホテル  7階  鳳凰の間 
　　　　　（JR金沢駅正面、電話：076-261-2111） 

2006年10月医療保険改定に対応 
窓口一部負担の引上げ 
高額療養費の負担上限の引上げ 
特定療養費の再編（保険外併用療養費制度の創設） 
入院時生活療養費の新設 
療養病棟入院基本料の改定 
レセプト記載要領の改定 
現金給付の改定（埋葬料、出産育児一時金） 
患者負担軽減に役立つ制度を整理して紹介予定 

来年以降の制度改定の概要も紹介（予定） 

講　　師：石川県保険医協会講師団 
テキスト：『2006年10月医療保険改定のポイント』 
参 加 費：会員医療機関1人無料、 
 お2人目から1000円 
 （未入会医療機関の方は、当日までに 
 入会していただくことを前提とします） 
参加対象：会員、スタッフ 

申込み 
石川県保険医協会まで 
電話：076（222）5373　Fax：076（231）5156 
Email：iskw_kudo@doc-net.or.jp
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保
険
医
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
八

月
十
五
日
・
納
涼
特
集
号
十
六

頁
参
照
）
の
著
者
で
も
あ
る
。

下
村
氏
は
、
介
護
保
険
制
度

施
行
以
降
、
介
護
労
働
従
事

者
の
倫
理
や
心
根
が
強
調
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
、
介
護
労
働
従
事
者
は
理

想
と
現
実
の
狭
間
で
あ
え
ぎ

苦
し
ん
で
い
る
、
そ
の
象
徴
的

な
事
件
が
、
昨
年
二
月
に
起
き

た
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
た
か
ま

つ
事
件
」
だ
と
述
べ
た
。『
あ

れ
は
自
分
で
は
な
か
っ
た
か
』

と
、
下
村
氏
が
被
告
人
と
な
っ

た
松
田
氏
に
共
感
を
寄
せ
た
の

は
、
週
三
回
の
一
人
夜
勤
の
過

酷
さ
を
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
と

い
う
。

下
村
氏
自
身
も
、
神
経
を
す

り
減
ら
し
な
が
ら
夜
間
勤
務
を

続
け
た
経
験
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
状
況
で
は
ど
ん
な
ベ
テ
ラ
ン

の
介
護
士
で
も
「
優
し
く
な
れ

な
く
な
る
」
こ
と
を
知
っ
て
い

る
。「
宅
老
所
よ
り
あ
い
」
で

は
、
介
護
者
自
身
が
、
誰
も
が

「
優
し
く
で
き
な
い
と
き
が
あ

る
」
こ
と
を
知
り
、
本
音
で
話

し
合
い
、
支
え
合
う
職
場
づ
く

り
を
実
践
し
て
い
る
。
問
題
を

内
に
溜
め
込
む
の
で
は
な
く
、

外
に
出
し
、
話
し
合
い
、
共
感

で
き
る
場
を
も
つ
こ
と
で
、
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

に
な
り
、
そ
の
こ
と
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
「
宅
老
所
よ
り

あ
い
」
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

事
件
が
起
き
た
当
初
の
マ
ス

コ
ミ
や
世
間
の
反
応
、
第
一
審

判
決
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、

介
護
労
働
者
の
夜
勤
の
し
ん
ど

さ
は
、
世
間
に
は
ほ
ど
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
介
護

現
場
の
実
態
を
知
ら
せ
て
こ

な
か
っ
た
介
護
従
事
者
に
も
責

任
が
あ
る
と
下
村
氏
は
言
う
。

「
宅
老
所
よ
り
あ
い
」
で
は
、

地
域
の
人
と
話
し
合
う
場
を
持

ち
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
人
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
人
と
の
繋

が
り
、
地
域
の
中
で
の
繋
が
り

を
つ
く
り
、
共
感
で
き
る
場
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

を
指
摘
し
た
。

京
都
の
「
介
護
殺
人
事
件
」

の
判
決
が
七
月
に
出
た
ば
か
り

で
あ
る
。
こ
の
事
件
も
ま
た
、

第
一
に
介
護
保
険
制
度
、
生
活

保
護
制
度
な
ど
、
制
度
上
の
問

題
か
ら
起
こ
る
べ
く
し
て
起
き

た
事
件
だ
っ
た
が
、
下
村
氏
が

実
践
し
て
い
る
「
地
域
の
中
で

の
繋
が
り
」
も
必
要
だ
っ
た
よ

う
に
思
う
。

ま
た
、
下
村
氏
が
語
っ
た
何

で
も
話
せ
る
職
場
づ
く
り
は
介

護
現
場
の
み
な
ら
ず
、
医
療
現

場
は
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
労

働
現
場
に
共
通
す
る
テ
ー
マ
で

あ
る
。
キ
レ
イ
ゴ
ト
で
は
な
く

本
音
を
語
り
合
え
る
環
境
づ
く

り
、
そ
し
て
地
域
の
中
で
の
連

携
づ
く
り
は
、「
宅
老
所
よ
り

あ
い
」
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
い

よ
う
に
感
じ
た
。

『
病
院
で
死
ぬ
と
い

う
こ
と
』
と
い
う
本
が

過
去
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
っ
た
。
癌
末
期
患

者
に
対
す
る
過
剰
な
延

命
治
療
を
批
判
し
た
書

だ
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、
近
い
将

来
、「
病
院
で
死
ね
た
昔
は
良
か
っ

た
」
と
語
ら
れ
る
日
が
く
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

何
年
か
前
に
「
畳
の
上
で
死
ぬ
こ

と
」
を
希
望
す
る
人
が
多
い
の
で
、

在
宅
死
の
推
進
が
世
論
で
あ
る
と
い

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
が
公
的

機
関
か
ら
発
表
さ
れ
た
記
憶
が
あ

る
。
今
に
な
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、

ず
い
ぶ
ん
と
恣
意
的
な
ア
ン
ケ
ー

ト
で
あ
る
。
一
般
の
人
々
に
と
っ
て

「
畳
の
上
」
と
い
う
一
見
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
表
現
は
、「
大
き
な
病
気
も

せ
ず
、
苦
し
む
こ
と
な
く
人
生
を
終

え
た
い
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
期
待

感
に
つ
な
が
る
。
少
な
く
と
も
、
大

き
な
病
気
を
抱
え
な
が
ら
の
壮
絶
な

在
宅
死
を
想
定
し
て
回
答
し
て
は
い

な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
今
ま
さ
に
「
畳
の
上
で

死
ぬ
こ
と
」
が
強
行
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
療
養
病
床
の
大
幅
削
減
に

よ
り
、
受
け
皿
の
な
い
ま
ま
地
域
に

放
り
出
さ
れ
る
人
々
、
決
し
て
軽
症

で
は
な
く
、
そ
の
多
く
は
人
の
手
を

借
り
な
け
れ
ば
生
き
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
い
彼
ら
に
と
っ
て
、「
畳
の

上
」
は
嵐
の
海
原
に
投
げ
出
さ
れ
る

く
ら
い
残
酷
な
響
き
を
持
つ
言
葉
に

相
違
な
い
。
そ
う
い
え
ば
、
介
護
保

険
制
度
の
改
定
で
、
介
護
用
ベ
ッ
ド

を
取
り
上
げ
ら
れ
、
文
字
通
り
「
畳

の
上
」
に
逆
戻
り
し
た
人
々
も
少
な

く
な
い
。

あ
え
て
言
う
。
水
道
も
電
気
も
止

め
ら
れ
、
し
尿
に
ま
み
れ
て
死
ん
で

い
る
所
を
発
見
さ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
「
畳
の
上
で
死
ぬ
こ
と
」
な

の
だ
。
だ
か
ら
、「
昔
は
畳
の
上
で

看
取
っ
た
も
の
だ
」
と
か
「
自
然
死

が
普
通
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
〝
原
始

在
宅
主
義
〞の
麗
し
い
言
葉
に
だ
ま

さ
れ
て
は
い
け
な
い
。

私
た
ち
が
理
想
と
す
る
在
宅
医

療
は
、
病
院
に
負
け
な
い
在
宅
医

療
、
家
に
帰
っ
て
き
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
在

宅
医
療
で
あ
る
は
ず
だ
。
そ
の
た
め

に
も
、
医
療
福
祉
制
度
の
後
退
に
対

し
、
毅
然
と
し
て
立
ち
向
か
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

制
度
の
充
実
で
決
ま
る
 

「
在
宅
」
の
良
し
悪
し
 

制
度
の
充
実
で
決
ま
る
 

「
在
宅
」
の
良
し
悪
し
 

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
事
件

を
考
え
る
会
は
、「
あ
れ
は
自

分
で
は
な
か
っ
た
か
〜
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
た
か
ま
つ
事
件
か
ら

見
え
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
共

感
で
き
る
場
を
求
め
て
」
と
題

し
て
、
八
月
二
十
七
日
、
福
祉

を
語
る
講
演
＆
リ
レ
ー
ト
ー
ク

を
開
催
し
た
。

前
半
は
、「
宅
老
所
よ
り
あ

い
」（
福
岡
県
）
の
代
表
、
下

村
恵
美
子
氏
が
講
演
を
行
い
、

後
半
は
、
認
知
症
高
齢
者
の
家

族
や
介
護
労
働
従
事
者
等
、
五

人
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ

た
。講

演
を
行
っ
た
下
村
恵
美
子

氏
は
、
詩
人
の
谷
川
俊
太
郎

が
「
老
後
は
こ
こ
で
暮
ら
し
た

い
」
と
語
る
「
宅
老
所
よ
り
あ

い
」（
福
岡
県
）
の
代
表
を
務

め
て
い
る
。
ま
た
、「
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
た
か
ま
つ
事
件
」
の

控
訴
審
で
弁
護
側
証
拠
と
し
て

採
用
さ
れ
た
本
、『
あ
れ
は
自

分
で
は
な
か
っ
た
か
』（『
石
川

「グループホーム」事件を考える会が主催した講演会
県内外から約170人が参加し、事件の背景について語り合った

講師の下村恵美子氏（宅老所よりあい代表）
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快
適
、安
心
の
医
療
で 

快
適
、安
心
の
医
療
で 

井
上
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
井
上
　
正
雄（
金
沢
市
・
心
療
内
科
） 

難
治
性
う
つ
病
の
治
療 

『
治
し
に
く
い（
？
）
』う
つ
病
の
治
し
方 

テーマ 

会員デビュー講演 
・シンポジウム　 2

第13回 

◎問合せ先：TEL 076-257-1918（発達障害者支援センターパース内  中島） 

秋元波留夫 
元、金沢大学・東京大学教授、東京都立松沢病院院長。現在、金沢大
学名誉教授、日本精神衛生会会長、きょうされん顧問、100歳今も現役 
 

藤井克徳 
元あさやけ第2作業所（精神障害者共同作業所）施設長。現在、日本障
害者協議会常務理事、きょうされん常務理事、福井県出身 

日 時 

会 場 

10月14日（土）13：30～16：00 
白山市市民交流センター（白山市役所となり） 

講 師 

参加費：500円 
※当事者無料 
参加費：500円 
※当事者無料 

秋元波留夫講演会 

主催：秋元波留夫講演会実行委員会 
 きょうされん石川支部設立準備会 
後援：石川県社会福祉協議会、白山市社会福祉協議会、 
 石川県精神保健福祉協会、石川県精神障害者家族会連合、 
 石川県保険医協会、医療・福祉問題研究会 
 障害のある人の自立を考える実行委員会 
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な
ど
の
患
者
様
が
受
診
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
日
常
診
療

の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
二
〇
〇
三

年
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
か
け
て

国
内
で
発
刊
さ
れ
た
、（
１
）

気
分
障
害
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
医
学
書
院
）、（
２
）
気
分
障

害
の
薬
物
治
療
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

（
じ
ほ
う
）、（
３
）
単
極
性
う

つ
病
性
障
害
の
生
物
学
的
治
療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
星
和
書
店
）

の
レ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
難
治
性

う
つ
病
の
治
療
を
ま
と
め
ま
し

た
。始

め
に
う
つ
病
の
回
復
に
つ

い
て
、
十
分
な
治
療
に
も
か
か

わ
ら
ず
二
年
以
上
症
状
が
持
続

す
る
慢
性
う
つ
病
は
、
全
体
の

一
二
〜
一
五
％
（
２
）
と
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
外

の
難
治
例
の
多
く
は
『
見
せ
か

け
』
の
も
の
で
あ
る
（
２
）
と

言
わ
れ
ま
す
。『
見
せ
か
け
の
』

治
療
抵
抗
性
の
原
因
は
診
断
と

治
療
が
適
切
で
な
い
こ
と
に
起

因
す
る
（
２
）
と
さ
れ
ま
す
。

治
療
に
つ
い
て
は
、
抗
う
つ
薬

の
投
与
量
が
不
十
分
か
、
投
与

期
間
が
短
す
ぎ
る
場
合
が
多
い

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
難
治
性
（
治
療
抵
抗

性
）
う
つ
病
と
は
、
明
確
な
定

義
は
存
在
し
ま
せ
ん
が
、
一
般

的
に
、
二
種
類
の
適
切
に
行
わ

れ
た
抗
う
つ
薬
治
療
の
後
に
も

改
善
し
な
い
う
つ
病
と
定
義
さ

れ
ま
す
。
難
治
性
う
つ
病
の
治

療
に
つ
い
て
で
す
が
、
①
現
行

薬
の
増
量
②
抗
う
つ
薬
の
変
更

③
他
の
薬
物
と
の
併
用
④
電
気

け
い
れ
ん
療
法
が
考
え
ら
れ
ま

す
。ま

ず
現
行
薬
の
増
量
で
、
三

環
系
抗
う
つ
薬
で
治
療
が
行
わ

れ
て
い
る
場
合
に
は
、
難
治
性

う
つ
病
に
は
通
常
よ
り
五
〜
六

倍
の
三
環
系
抗
う
つ
薬
の
投
与

量
が
必
要
と
い
う
見
解
（
１
）

や
、
難
治
例
で
は
、
血
中
濃
度

が
上
昇
し
に
く
い
と
の
多
く
の

見
解
（
１
）
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ

Ｓ
Ｒ
Ｉ
で
治
療
が
行
わ
れ
て
い

る
場
合
で
は
、
通
常
の
う
つ
病

を
対
象
と
し
た
治
験
で
は
パ
ロ

キ
セ
チ
ン
、sertraline

の
投

与
量
と
治
療
効
果
に
は
明
確
な

比
例
関
係
が
見
出
さ
れ
て
い
な

い
（
１
）
も
の
の
、
米
国
精
神

医
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
に
無
効
例
で
は
Ｓ
Ｓ

Ｒ
Ｉ
の
増
量
を
ま
ず
行
う
べ
き

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
（
１
）。

次
に
抗
う
つ
薬
の
変
更
で
す

が
、
ま
ず
、
異
な
る
ク
ラ
ス
の

新
し
い
抗
う
つ
薬
へ
の
切
り
替

え
に
つ
い
て
、
初
回
の
抗
う
つ

薬
の
治
療
不
成
功
に
対
す
る
一

般
的
な
戦
略
（
３
）
と
さ
れ
、

Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
と
Ｔ
Ｃ
Ａ
を
含
め
た

場
合
に
、
あ
る
ク
ラ
ス
の
薬
剤

に
反
応
し
な
い
患
者
の
約
五
〇

％
は
他
の
ク
ラ
ス
の
薬
剤
に
反

応
す
る
（
３
）
と
さ
れ
て
い
ま

す
。次

に
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
新
し

い
抗
う
つ
薬
へ
の
切
り
替
え
で

す
が
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
新
し
い

抗
う
つ
薬
が
、
必
ず
し
も
同
じ

薬
理
学
的
側
面
ま
た
は
同
じ
化

学
構
造
を
も
つ
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
て
（
３
）、
あ
る
Ｓ
Ｓ

Ｒ
Ｉ
に
は
反
応
し
な
い
患
者
の

四
〇
〜
七
〇
％
が
、
別
の
Ｓ
Ｓ

Ｒ
Ｉ
に
は
反
応
を
示
す
（
３
）

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る

Ｔ
Ｃ
Ａ
か
ら
別
の
Ｔ
Ｃ
Ａ
へ
の

切
り
替
え
に
関
し
て
は
、
あ
ま

り
研
究
が
さ
れ
て
お
ら
ず
結
果

も
あ
ま
り
見
込
み
が
な
い
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
反
応
率
は

九
〜
二
七
％
）（
３
）。

他
の
薬
物
と
の
併
用
で
は
、

追
加
投
与
す
る
薬
物
が
抗
う
つ

薬
以
外
の
向
精
神
薬
や
そ
れ
以

外
の
薬
物
で
あ
る
場
合
を
効
果

増
強
療
法
、
追
加
投
与
す
る
薬

物
が
抗
う
つ
薬
で
あ
る
場
合
、

併
用
療
法
と
呼
び
ま
す
が
、
効

果
増
強
療
法
の
ほ
う
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。
効
果
増
強
療
法

の
一
般
的
な
も
の
か
ら
順
に
、

①
リ
チ
ウ
ム
の
併
用
②
甲
状
腺

ホ
ル
モ
ン
の
併
用
③
他
の
薬
剤

増
強
戦
略
が
あ
り
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
は
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
や
Ｓ

Ｓ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
幅
広
い
範
囲

の
抗
う
つ
薬
の
治
療
効
果
を
増

強
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。次

に
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
併

用
で
す
が
、
わ
が
国
で
は
、
Ｔ

４
が
優
勢
で
す
。
Ｔ
４
の
難
治

性
う
つ
病
へ
の
有
効
性
に
つ
い

て
は
意
見
が
分
か
れ
て
い
ま
す

（
１
）。
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
と
の
併
用
は

デ
ー
タ
も
少
な
く
、
焦
燥
や
不

眠
が
誘
発
さ
れ
る
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
推
奨
で
き
な
い

（
１
）
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。

併
用
療
法
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
と

Ｔ
Ｃ
Ａ
の
併
用
は
一
定
の
期
待

感
が
あ
る
も
の
の
抗
う
つ
薬
の

Ｔ
Ｄ
Ｍ
が
一
般
化
し
て
い
な
い

わ
が
国
の
現
状
で
は
、
毒
性
発

現
な
ど
を
考
慮
し
て
慎
重
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
（
１
）
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

電
気
け
い
れ
ん
療
法
に
関
し

て
は
、
抗
う
つ
薬
へ
の
無
反
応

例
に
対
し
て
は
五
〇
％
し
か
反

応
し
な
い
（
１
）
と
い
う
報
告

も
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
早
期
の

段
階
で
Ｅ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
慢
性
化
や
難
治
化

が
防
げ
る
と
の
見
解
（
１
）
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
入
院
が
ほ

ぼ
必
須
で
記
憶
障
害
や
事
故
の

可
能
性
な
ど
薬
物
療
法
に
比
し

多
少
リ
ス
ク
が
大
き
い
（
１
）

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
よ
り
、
難
治
性
う
つ

病
の
治
療
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
し

て
は
、
原
則
的
に
ま
ず
現
行
薬

の
増
量
を
行
い
、
つ
ぎ
に
、
抗

う
つ
薬
の
変
更
、
あ
る
い
は
、

リ
チ
ウ
ム
の
追
加
投
与
を
行

い
、
次
に
他
の
薬
剤
の
追
加
、

そ
し
て
電
気
け
い
れ
ん
療
法
の

順
で
行
う
の
が
妥
当
で
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

実
際
の
臨
床
場
面
で
は
、
患

者
さ
ん
の
個
々
の
特
性
に
応
じ

て
こ
れ
ら
を
、
順
序
を
入
れ
替

え
た
り
し
な
が
ら
行
っ
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

以
上
で
、
治
し
に
く
い
う
つ

病
の
話
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
最
後
に
発
表
の
機
会

を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
本

会
関
係
者
の
方
々
に
心
よ
り
感

謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

当
院
は
二
〇
〇
四
年
八
月
三

日
に
金
沢
駅
東
口
の
都
ホ
テ
ル

の
オ
フ
ィ
ス
棟
に
開
院
し
ま
し

た
。
当
初
よ
り
予
約
診
療
制
と

し
、
患
者
様
の
待
ち
時
間
の
短

縮
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た

電
子
カ
ル
テ
を
使
用
し
、
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
カ
ル
テ
情

報
も
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

し
て
お
り
、
患
者
様
に
で
き
る

だ
け
快
適
で
安
心
の
で
き
る
医

療
を
目
指
し
て
診
療
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
開
院
後
、
や
が

て
二
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
主
に
う
つ
病
、
不
安
障
害

難治性うつ病の治療について詳しく解説（6月15日・金沢都ホテル）

講師の井上正雄会員

診療室にて（写真；筆者提供）
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秋元先生は 1941 年から 1959 年にかけて、金沢医科大学→金沢大学医学部の教授をされておられた

から、年輩の先生の中には教えを受けた方もおられると思う。

上田　敏先生が序章で「先生は 1906 年（明治 39 年）に生を受け、大正デモクラシーの時代に青春

を過ごし、戦争に突入して行く昭和の初めに医師、研究者、教育者となり、戦後のさまざまの社会的

動乱にも精神科医、教授として、平成の今も IT時代の先端を行くという、20 世紀の生き証人を見る

思いに打たれる。」と書いておられる。米寿のお祝いにパソコンを所望され、毎日数時間を執筆や E

メール、インターネットで検索するなど 5台のパソコンを駆使して毎年 1冊以上の著述をされて来ら

れたとのことである。

先生の文学作品や演劇などの博識にも驚かされるし、治安維持法がいかに多くの人々を過酷な取り

調べや身体を痛めつけるばかりでなく、拘禁性精神病をも惹き起こすものであることが多くの例をも

って示され、一方、15 年にわたる戦争が、特に身体や精神障害者に大変な災厄をもたらしたことが

記されている。戦闘でケガをしたり、結核などにかかったりと身体に障害を受けた人ばかりでなく、

頭に銃弾を受けて神経の障害を起こした人もあるが、ケガはなくとも精神障害を起こす人も少なくな

かったのである。

年輩の先生方は 1947 年の爾光尊事件を覚えておられると思うが、爾光尊とオウムの対比も面白い。

1966 年に東大を退職される時の最終講義は「精神医学は如何にあるべきか」と題して、入院中心

の治療から社会復帰に重点を置くべきとされ、リハビリテーションの改革強化を実行された。

最後の章には関東軍 731 部隊の戦争犯罪も登場する。ここでは「医学者の倫理、研究者の良心、ヒ

ューマニズムといったものは戦争という悪魔の前にはたちまち蹂躙されてしまう。」とあり、安保闘争、大学紛争等々について話されて

いることからも学ぶことも多い。

バブル期の若い世代に団塊の世代の青春時代のような活気が見られず、もっと市民運動が盛り上がって欲しいと願っておられる。

さらに、憲法 9条の重要性が強調されている。どんな名目であろうと戦争は最も非人間的な罪悪である。憲法 9条を持つ国であること

を誇りとし、世界に広める国にこの日本をしたいと結んでおられる。

私は戦争の罪悪、それも精神面にも及ぼすことの大きさをこの本によって認識させられた。ぜひ多くの人々に読んで貰いたいと思う。

推薦図書 推薦図書 

99歳　精神科医の挑戦 99歳　精神科医の挑戦 99歳　精神科医の挑戦 岩波 
書店 
岩波 
書店 

秋元波留夫　談 
構成　上田　敏 

（副会長　勝木　育夫／小松市・耳鼻咽喉科） 

好奇心と正義感 好奇心と正義感 

3333333333333333333333333333333333333333333333333

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

3333333333333333333333333333333333333333333333333

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

急性腸炎にメイセリンを点滴静注したところ 
「適応症がない」との理由で返戻された事例 

＜第212例＞ 

１．保険者　　　社会保険

２．年　齢　　　24 歳　男性

３．診療月　　　平成 17 年 4 月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成 17 年 5 月

５．病名・診療開始月

　（1）急性腸炎　　　　　　　　平成 17 年 4 月 6 日

　（2）全身アトピー性皮膚炎　　平成 17 年 4 月 6 日

　（3）心身症　　　　　　　　　平成 17 年 4 月 6 日

　（4）インフルエンザの疑い　　平成 17 年 4 月 6 日

６．該当月の診療実日数：3日

＜相談内容＞
メイセリンの適応に急性腸炎はありませんと返戻されたため、再審査の

申し出をしましたが、返答がまだきません。

＜保険医協会のコメント＞
保険審査通信第 212 例は、急性腸炎にメイセリン（セフミノクスナトリ

ウム CMNX）を点滴静注にて投与したところ一次審査で「適応症がない」

との理由で返戻されたものです。

相談保険医のいわれるとおり、CMNXには急性腸炎等感染性腸炎の適

応症はありません。従って適応外ということで「病名漏れではありません

か」という審査委員氏の親切な返戻ということになります。再請求（再審

査請求ではありません）の前に、相談いただければ、病名漏れへの対応な

ど検討できた可能性があります。

ここで、CMNXに感染性腸炎の適応症のついていない理由を考えてみ

ます。

CMNXは、腎排泄型の静脈内投与の抗生剤であり、消化管腔への移行

はほとんど期待できません。そのため、腸管内感染菌への抗菌作用は期待

できず、感染性腸炎への適応がないということになります。もちろん、本

剤を経口投与すれば、腸管からの吸収がきわめて悪い分、感染性腸炎に効

果はあると思われますが、そのような投与経路は想定されておらず、薬事

法上の承認申請もなされなかったものと思われます。

このような経口剤と注射剤の適応症の違いは、カナマイシンを例にとる

とよく分かります。経口投与では、アミノ配糖体一般にそうですが、ほと

んど吸収されません。従って、適応症は、感染性腸炎のみになります。一

方、注射剤は、十分血中濃度が上がるので、肺炎、気管支炎、結核などの

呼吸器感染症や深在性、潜在性皮膚感染症まで幅広く適応症として認めら

れています。

今回は起炎菌に対して抗菌作用があっても、薬物動態から投与経路が違

えば適応症として認められない抗生剤についての相談事例でした。

『保険審査通信』に寄せられた相談事例

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

『保険審査通信』
納得のいかない返戻、査定は

でお知らせください。

※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付していますが、紛失した場合や
追加が必要な場合は、保険医協会までご請求下さい。

FAX  ０７６（２３１）５１５６　E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp

「保険審査通信」は、納得のいかない返戻や査定があった場合に会員
医療機関からお知らせいただき、保険医協会が『石川保険医新聞』を通
してコメントを掲載しています。 
会員医療機関におかれましては、不当あるいは納得できない返戻・査
定の情報を保険医協会にＦＡＸにてお送りください。 

四
面
に
秋
元
波
留
夫
先
生
の
講
演
会
の
案
内
が
あ
り
ま
す

■発行；岩波書店
■体裁；四六判・254 頁
■定価；1,995 円（税込み）
■ 2005 年 9月 16 日発行
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夏季セミナー 夏季セミナー 夏季セミナー 報告 

7月8日、9日の両日、東京・虎ノ門パストラルにおいて、

保団連第36回夏季セミナーが開催された。医師・歯科医師

211人をはじめ、講師や事務局、報道関係者を含めて総勢

382人が参加し、近年の医療情勢をめぐる課題、医師の労

働実態や社会的責任について確認し、議論を深めた。

石川協会からは、喜多徹副会長、平田米里理事、小野事

務局員が参加した。

初日は、竹崎三立保団連副会長が「『構造改革』路線への

保団連の対応～地域医療や医療現場の実態と要求に基づく

政策と運動の推進について～」基調提案を行い、続いて政

治評論家の森田実氏が「小泉『構造改革』の転換と明日の

日本を考える」と題して記念講演を行った。森田氏の講演

の詳細については、『全国保険医新聞』7月15日号（1面）

をご覧頂きたい。

講 座１ 講 座１ 講 座１ 
医
師
の
戦
争
責
任
に
つ
い
て
考
え
る 

戦
争
体
験
を
次
世
代
に 

戦
争
体
験
を
次
世
代
に 

副
会
長
　
喜
多
　
徹（
野
々
市
町
・
内
科
） 

保団連医療研究集会 
開催日時 

参加費等 

◆日時／2006年10月7日（土）18時～8日（日）15時半 
 分科会・ポスターセッションは10月8日（日）9時～12時 

◆会場／ホテル・ラングウッド（東京都・荒川区） 

◆メインテーマ 
築こう安全・安心の医療―患者・国民の思いに応えて 
◆共同調査 
糖尿病患者調査―現在調整中 
◆記念講演 
「人間を大事にする社会を目指して」（仮題） 
ジャーナリスト  大谷  昭宏 氏 

（1）集会参加費 □医師、歯科医師 ……………………… 8,000円 
 □事務局 ……………………………… 2,000円 
 □コ・メディカル、コ・デンタルなど …… 500円 

第21回医療研究集会に関する問い合わせ先 
保団連医療研究集会担当事務局　TEL03-3375-5121

第
21
回 

◆特別企画 
第1企画／交流集会 
 「在宅における終末期医療を検証する」 
 ―住宅医療の普及と質の向上にむけて― 
第2企画／講演とワークショップ 
 「医療における男女共同参画社会とは」 
第3企画／シンポジウム 
 「より良く食べるはより良く生きる 
 ―咀嚼・口腔機能が創る全身の健康」（仮題） 

企画内容 
◆分科会テーマ（5テーマ8会場） 
第1分科会「在宅医療・介護」 
第2分科会「医科診療の研究と工夫」（2会場） 
第3分科会「歯科診療の研究と工夫」（2会場） 
第4分科会「公害・環境・職業病」 
第5分科会「医学史・医療運動史・医療と裁判」 
ポスターセッション 

（2）昼食代（8日昼）……2,000円 
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き
た
こ
と
な
ど
自
分
史
を
紹

介
。
そ
し
て
自
身
は
「
日
本
産

業
衛
生
学
会
」
に
所
属
し
て
い

る
が
、
こ
の
学
会
は
太
平
洋
戦

争
の
遂
行
に
深
く
関
与
し
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
反
省
が
見

ら
れ
な
い
。
し
か
し
日
本
で
は

こ
の
学
会
だ
け
で
は
な
く
医
学

界
全
体
と
し
て
戦
前
・
戦
中
の

責
任
を
曖
昧
に
し
て
い
る
。
そ

こ
で
全
国
の
医
師
、
研
究
者
に

呼
び
か
け
、
六
年
前
に
「
十
五

年
戦
争
と
日
本
の
医
学
医
療
研

究
会
」
を
作
っ
た
。
今
、
最
も

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
、
七
三
一
部
隊
の
問
題
で

あ
る
な
ど
、
自
分
の
足
跡
を
解

説
し
た
。
そ
し
て
来
年
の
日
本

医
学
会
総
会
に
医
師
と
戦
争
責

任
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
展

示
を
応
募
す
る
つ
も
り
で
あ
る

と
結
ば
れ
た
。

武
田
氏
の
講
演
は
以
下
の

と
お
り
。
故
竹
内
治
一
氏
が

七
三
一
部
隊
の
問
題
を
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た
跡
を

大
阪
協
会
が
継
い
で
、
昨
年
の

保
団
連
医
療
研
究
集
会
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
好
評
を
得

た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
全
国
よ

り
三
十
三
人
の
参
加
者
を
募
っ

て
、
中
国
ハ
ル
ピ
ン
郊
外
平
房

の
七
三
一
部
隊
の
跡
地
を
見
学

し
た
の
で
そ
れ
を
報
告
す
る
。

ま
ず
、
七
三
一
部
隊
の
概
要

を
解
説
、
施
設
跡
の
現
状
を
ス

ラ
イ
ド
で
展
示
。
見
学
会
で
は

生
体
解
剖
、
凍
傷
実
験
な
ど
残

虐
行
為
を
再
現
し
た
原
寸
大
模

型
の
前
で
は
参
加
者
一
同
、
声

も
出
な
か
っ
た
と
言
う
。

二
人
の
講
演
の
後
、
フ
リ
ー

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た

が
、
私
が
昨
年
『
石
川
保
険
医

新
聞
』
の
八
月
特
集
号
で
、
軍

医
と
し
て
出
征
さ
れ
た
方
々
の

貴
重
な
体
験
を
掲
載
し
好
評
だ

っ
た
の
で
、
保
団
連
と
し
て
も

全
国
か
ら
の
戦
争
体
験
者
の
声

を
集
め
て
は
ど
う
か
、
こ
れ
が

最
後
の
機
会
だ
と
提
案
し
た
と

こ
ろ
、
フ
ロ
ア
ー
、
司
会
者
か

ら
賛
同
の
声
が
相
次
ぎ
、
前
向

き
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
貴
重
な
戦
争
体
験
を
次
世

代
に
残
す
べ
く
、
立
派
な
記
録

集
が
で
き
る
こ
と
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

講 座 4講 座 4講 座 4
歯
科
・
医
療
政
策
今
次
改
定
の
狙
い
と 

今
後
の
公
的
歯
科
保
険
医
療
の
方
向
性
を
探
る 

歯
科
医
師
は
医
者
で
な
い
？ 
歯
科
医
師
は
医
者
で
な
い
？ 

理
事
　
平
田
　
米
里（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

頭
書
の
講
座
は
、
全
国
よ
り

八
十
二
人
の
参
加
者
、
講
師
と

し
て
西
山
勝
夫
滋
賀
医
科
大
学

教
授
、
武
田
勝
文
大
阪
保
険
医

協
会
副
理
事
長
を
迎
え
て
開
講

さ
れ
た
。

西
山
氏
は
、
公
衆
衛
生
の
専

門
家
と
し
て
、
働
く
人
々
の
健

康
を
守
る
研
究
に
力
を
入
れ
て

日
曜
日
の
午
前
は
、
講
座
４

に
参
加
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
『
歯

科
・
医
療
政
策
今
次
改
定
の
狙

い
と
今
後
の
公
的
歯
科
保
険
医

療
の
方
向
性
を
探
る
』。
実
に

長
い
タ
イ
ト
ル
だ
。
問
題
点
、

今
後
の
検
討
項
目
が
多
す
ぎ
て

コ
ン
パ
ク
ト
な
タ
イ
ト
ル
が
打

ち
出
せ
な
い
現
状
を
良
く
表
し

て
い
る
。
議
論
は
多
岐
に
わ
た

り
、
白
熱
化
、
長
時
間
化
し
た

が
、
保
団
連
の
目
指
す
理
想
論

と
厚
生
労
働
省
主
張
に
見
ら
れ

る
一
部
の
悪
診
療
防
止
策
と
の

狭
間
を
埋
め
る
具
体
的
方
針
案

の
採
択
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
最
終
的
に
は
歯

科
医
の
た
め
で
は
な
く
、
国
民

の
健
康
に
と
っ
て
も
絶
対
に
譲

れ
な
い
一
線
を
守
る
べ
く
、
保

団
連
は
も
と
よ
り
、
各
地
の
協

会
、
個
人
個
人
が
、
必
死
に
運

動
を
展
開
す
る
し
か
な
い
と
の

方
針
は
出
た
よ
う
だ
。

今
回
、
大
き
く
問
題
と
な
っ

て
い
る
『
文
書
提
供
』
に
関
し

て
は
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
日

本
歯
科
医
学
会
の
『
歯
科
診
療

に
お
け
る
患
者
満
足
度
調
査
』

に
関
す
る
報
告
書
は
、
都
合
の

良
い
よ
う
に
確
信
犯
的
誤
用
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

（
七
面
に
続
く
）

全国から382人の医師・歯科医師、医療関係者らが参加して開かれた
第 36回保団連夏季セミナー（7月 8日・9日／東京虎ノ門パストラル）
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保団連 保団連 保団連 第36回 第36回 
れ
た
。
厚
生
労
働
省
は
何
が
何

で
も
医
療
費
を
削
減
し
た
い
よ

う
だ
。

そ
の
ほ
か
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

に
意
見
広
告
を
出
す
べ
き
。
歯

科
診
療
は
包
括
部
分
が
多
く
、

内
容
が
曖
昧
故
、
領
収
書
発
行

は
厳
密
に
は
内
容
証
明
に
な
ら

な
い
は
ず
。
保
団
連
の
方
針
は

歯
科
疾
患
総
合
診
療
料
の
算
定

反
対
の
立
場
だ
が
、
す
る
と
自

動
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
入
れ

な
い
こ
と
に
な
る
。
す
べ
て
の

歯
科
疾
患
の
管
理
と
純
粋
な
歯

周
病
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
は
切

り
離
し
て
運
動
す
べ
き
。
な
ど

な
ど
、
発
言
が
続
き
、
延
長
に

次
ぐ
延
長
と
な
っ
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
前

に
、
す
で
に
歯
科
の
緊
急
是
正

要
求
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

で
も
ま
だ
検
討
不
足
、
も
っ
と

議
論
し
て
全
国
規
模
の
運
動
に

結
び
付
け
た
い
と
の
認
識
の
表

れ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
数
カ
月
前
の
保
団

連
の
厚
労
省
折
衝
に
同
席
し
た

千
葉
県
選
出
の
桜
井
議
員
は
、

『
こ
ん
な
改
定
は
、
医
科
だ
っ

た
ら
暴
動
に
な
っ
て
い
る
』
と

思
わ
ず
叫
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞

く
。
医
療
経
済
実
態
調
査
の
報

告
も
実
態
と
か
け
離
れ
て
報

告
さ
れ
て
い
る
。
歯
科
医
師
は

医
者
で
は
な
い
と
公
言
す
る
官

僚
。
医
科
と
の
格
差
は
大
き
く

な
る
ば
か
り
だ
。
厚
労
省
は
歯

科
医
師
会
の
言
い
分
よ
り
、
ネ

ッ
ト
の
情
報
（
悪
評
）
を
参
考

に
し
て
い
る
と
ま
で
う
わ
さ
さ

れ
て
い
る
始
末
だ
。
公
然
と
い

じ
め
が
横
行
し
て
い
る
の
に
、

特
別
激
し
い
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が

起
き
な
い
。
日
本
一
静
か
な
職

種
と
ま
で
揶
揄
さ
れ
て
い
る
歯

科
医
師
に
、
本
当
に
何
か
の
運

動
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
多

く
の
目
が
注
視
し
て
い
る
。

最
後
に
、「
保
団
連
、
歯
科

医
師
の
残
さ
れ
た
道
は
、
一
人

ひ
と
り
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
質

を
高
め
る
努
力
し
か
な
い
！
」

と
叫
ん
だ
戦
士
の
言
葉
が
耳
に

残
っ
た
。

シンポジウム シンポジウム シンポジウム 
今
、地
域
医
療
と
医
療
現
場
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か 

 

―
医
師
の
労
働
実
態
を
考
え
る 

医
療
従
事
者
が
死
ぬ
病
院 

医
療
従
事
者
が
死
ぬ
病
院 

事
務
局
　
小
野
　
栄
子 
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第17回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める 
医師・医学者のつどい IN 横須賀 

第17回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める 
医師・医学者のつどい IN 横須賀 

第17回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める 
医師・医学者のつどい IN 横須賀 

横須賀から発信！ 核の傘はいらない はばたけ平和憲法 

主催●第17回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める医師・医学者のつどい実行委員会／ 
　　　核戦争に反対する医師の会 
151‐0053 東京都渋谷区代々木2‐5‐5 新宿農協会館 6F　全国保険医団体連合会内 
TEL.03‐3375‐5121  FAX.03‐3375‐1885　hankaku@doc-net.or.jp

10月21日（土）～22日（日） 神奈川県横須賀市  湘南短期大学 

　広島で、長崎で私たちの先輩医師たちは原爆で傷ついた人を助けようと懸命の努力をし
ました。しかし、放射線障害の前に医学は全く無力でした。そのことは、今も変わりませ
ん、そして今後も…。治すことができないのなら、私たち医師のつとめは予防すること。
住民の生命を守るため、医師として「核兵器を廃絶させなければ」と、全国各地に「反核
医師の会」ができました。私たち「反核医師のつどい」はその集まりです。 

記念講演：堀川惠子氏（テレビディレクター） 
「ヒロシマ～テレビの現場から」 

特別講演：呉東正彦氏（弁護士・「原子力空母の横須賀母港化問題を考える市民の会」共同代表） 
「米軍再編と日本の未来～原子力空母の横須賀母港化の意味するもの～」 

全体集会　基調報告、IPPNWヘルシンキ大会の報告ほか 
分科会 
「日本国憲法を考える、核兵器と医師の役割」、「米国の世界戦略と首都圏の核基地化」 
「被爆者医療と集団訴訟」、「劣化ウラン被害を考える」 

青年医師・医学生交流会、チャーター便による軍港めぐり 

日時 場所 

る
中
で
、
医
師
の
団
体
と
し

て
、
医
療
事
故
の
背
景
に
指
摘

さ
れ
る
医
療
労
働
の
在
り
方
に

つ
い
て
考
え
、
ま
た
医
師
労
働

の
面
か
ら
「
あ
る
べ
き
医
療

制
度
改
革
」
に
迫
る
き
っ
か
け

を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

企
画
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

あ
る
。
連
続
勤
務
、
睡
眠
不
足

が
続
く
過
重
労
働
に
よ
り
命
を

落
と
し
た
医
師
の
遺
族
か
ら
の

特
別
報
告
が
、
今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
大
き
な
特
徴
で
あ
っ

た
。
経
営
効
率
化
の
流
れ
の
中

で
、
肉
体
的
・
精
神
的
に
追
い

詰
め
ら
れ
て
死
に
至
る
ほ
ど
の

過
重
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
た

医
師
、
残
さ
れ
た
遺
族
の
悔
し

さ
、
悲
し
み
、
労
災
認
定
の
長

い
闘
い
・
・
・
。
涙
な
が
ら

に
語
ら
れ
る
遺
族
の
話
に
、
目

頭
を
抑
え
る
参
加
者
も
多
か
っ

た
。そ

の
特
別
報
告
で
は
、
ま
ず
、

「
少
子
化
と
経
営
効
率
の
は
ざ

ま
で
」
と
い
う
遺
書
を
残
し
て

自
死
し
た
小
児
科
医
・
中
原
利

郎
氏
の
妻
、
中
原
の
り
子
氏
が
、

遺
書
の
一
部
を
紹
介
し
な
が

ら
、
小
児
科
医
の
過
重
労
働
の

実
態
を
語
っ
た
。
医
療
費
抑
制

政
策
で
要
求
さ
れ
る
経
営
効
率

化
の
中
で
、
閉
鎖
と
縮
小
が
続

く
小
児
科
、
辞
め
て
い
く
医
師
。

残
さ
れ
た
小
児
科
医
は
、
過
重

労
働
と
高
ま
る
安
全
要
求
の
狭

間
に
立
た
さ
れ
て
苦
悩
し
、
う

つ
病
を
発
病
し
て
も
治
療
も
で

き
ぬ
ま
ま
死
を
選
ん
だ
。
そ
の

無
念
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
き
た
。
も
う
ひ
と
り
の
報
告

者
、
東
京
都
小
笠
原
村
の
離
島
、

母
島
で
唯
一
の
歯
科
医
師
と
し

て
従
事
し
、
過
重
労
働
で
過
労

死
し
た
歯
科
医
師
・
副
島
敏
彦

氏
の
妻
は
、「
都
会
で
十
人
の

患
者
さ
ん
を
診
る
よ
り
も
、
離

島
で
本
当
に
困
っ
て
い
る
一
人

の
患
者
さ
ん
を
診
た
い
」
と
生

前
の
夫
の
言
葉
を
取
り
上
げ
な

が
ら
、
情
熱
を
傾
け
献
身
的
な

診
療
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
故
に

奉
死
し
て
い
っ
た
過
酷
な
労
働

実
態
を
刻
銘
に
語
り
、
離
島
に

石川県社会保障学校 

福祉のまちづくりを考える 福祉のまちづくりを考える 

「栄村のげたばきヘルプ」 
～実践的住民自治が支える地域総合福祉政策～ 

★生涯学習センター（21集会室） 
　特別報告　13：30～14：10 
 石川での社会保障裁判から学ぶ 
 「宮岸・年金訴訟＆高・生活保護訴訟」 
　記念講演　14：15～15：45 
 長野県栄村　村長　高橋　彦芳 
 「栄村のげたばきヘルプ」 
 ～実践的住民自治が支える地域総合福祉政策～ 

午前：テーマ別教室　10：00～12：30

午後：全体会　13：30～16：00

主　催　石川県社会保障推進協議会／医療・福祉問題研究会／ 
　　　　いしかわ自治体問題研究所 
資料代　500円 

連絡先 
〒920-0848　金沢市京町24-14　石川県社会保障推進協議会 
TEL　076-253-1636　FAX　076-253-1459

★生涯学習センター（21、31、35、他） 
　①講　座：社会保障とは何か～その歴史と理念～ 
 講師　井上　英夫（金沢大学教授） 

　②講　座：買う医療・福祉・介護で良いのか？ 
 講師　横山　寿一（金沢大学教授） 

　③講　座：三位一体改革と地方財政 
 講師　武田　公子（金沢大学教授） 

　④講　座：崩壊する地域社会 
 ～ワーキングプアの現状と改善方向～ 
 講師　伍賀　一道（金沢大学教授） 

★石川県教育会館（4F第2会議室） 

　⑤分科会：今　子ども達の保育が危ない 
 助言者　芳野　孝（三重県保育団体連絡会会長） 

記念講演…14：15～15：45

テーマ 

長野県栄村　村長　高橋　彦芳 

  と　き 10月7日（土）10：00～16：00 

  ところ 石川県生涯学習センター 

第1回 

どんなときでも、村民が輝くことのできる環境を整える

「一人ひとりが輝く村づくり」というキャッチフレーズに高橋

村長の村づくりの精神が象徴されています。 

50 年余に及び、自らの体験に基づき国に対しても独自

の対抗軸を立てて取り組む栄村の「村づくり」には実践的

住民自治という言葉がふさわしい。 

uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu

u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu

u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

お
け
る
医
師
不
足
の
悲
惨
な
実

情
を
訴
え
た
。

こ
の
ほ
か
、
個
別
報
告
と
し

て
、
大
家
幸
弘
氏
（
国
立
生

育
医
療
セ
ン
タ
ー
第
一
専
門
診

療
部
ア
レ
ル
ギ
ー
科
）、
小
山

田
惠
氏
（
全
国
自
治
体
病
院
協

議
会
会
長
、
岩
手
県
立
病
院
名

誉
院
長
）、
本
田
宏
氏
（
済
生

会
栗
橋
病
院
副
院
長
、
医
療
制

度
研
究
会
幹
事
）、
本
田
麻
由

美
氏
（
読
売
新
聞
社
会
保
障
記

者
、
厚
生
労
働
省
「
医
師
の
需

給
に
関
す
る
検
討
会
」
委
員
）、

板
井
八
重
子
氏
（
保
団
連
理

事
・
女
性
部
長
）
の
五
人
か
ら

医
療
現
場
の
労
働
実
態
に
つ
い

て
の
報
告
が
な
さ
れ
、
パ
ネ
リ

ス
ト
と
会
場
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。

経
済
効
率
化
重
視
の
病
院
経

営
に
よ
る
弊
害
は
、
医
療
従
事

者
を
死
に
至
ら
し
め
る
ほ
ど
の

状
況
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と

に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
、
驚
い

た
。
医
師
不
足
の
問
題
は
マ
ス

コ
ミ
で
今
、
盛
ん
に
取
上
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
ま
で
深
刻

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
地
域

住
民
に
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

医
療
従
事
者
の
労
働
環
境
の
安

定
が
あ
っ
て
こ
そ
、
安
全
・
安

心
の
医
療
が
提
供
さ
れ
う
る
。

こ
の
こ
と
を
共
通
の
理
解
と

し
、
地
域
医
療
を
さ
ら
に
信
頼

さ
れ
う
る
も
の
と
し
て
い
く
た

め
に
、
地
域
住
民
に
医
療
現
場

の
実
態
を
語
り
、
地
域
医
療
の

未
来
を
と
も
に
語
り
、
と
も
に

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
六
面
の
続
き
）

午
後
か
ら
は
「
今
、
地
域
医

療
と
医
療
現
場
で
何
が
起
き
て

い
る
の
か―
医
師
の
労
働
実
態

を
考
え
る
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

医
療
現
場
の
疲
弊
が
進
行
す
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食育プロジェクトに大きな期待が 食育プロジェクトに大きな期待が 
第1回食育講演会　参加者アンケート結果 

第1回食育講演会（1面）では、参加者にアンケートを配布し、感想、今後の企画への期待などについて答えていただいた。
アンケートに答えていただいた方の職種を見ると、歯科関係の参加者が多かったが、管理栄養士、看護師、言語聴覚士、理学療法士、介護関係、行政関係等、

幅広い職種からの参加があった。食育は今、様々な分野から注目されるテーマであることが、このアンケート結果でも示された。
講演会の感想では、向井・丸山両講師の実演や具体例を交えた講演により、食育の基本について分かりやすく、楽しく学ぶことができたという感想が目立った。

また、多職種からの参加で刺激を受けた、関連職種との連携が必要性だということを知った、学校歯科保健の現状が分かったなどの意見が寄せられた。
今後の企画への期待では、実際の症例とその対応方法や指導方法についての講座を開いて欲しい、障害のある子どもへの摂食指導法や高齢者の口腔ケアについ

て、職種間の連携やチームアプローチについての講演会、健診における食育指導の充実化を図るための企画を設けてほしいなど、多くの期待が食育プロジェクト
に寄せられた。
以下、アンケート結果を紹介する。

●参加者数 84 人

●アンケート回収 36 人分

●アンケート回収率 42.9％

＜アンケート回答者の職種＞
歯科医師 9人 言語聴覚士 4人

歯科衛生士 12 人 理学療法士 1人

歯科技工士 1人 介護関係 3人

歯科助手 0人 教育関係 0人

医師 0人 保育関係 0人

管理栄養士 2人 行政関係 1人

看護師 2人 無回答 1人

＜１＞今回の講演会で面白かった点は、どんなところ
ですか？
・向井先生の実演がまじった講義で分かりやすかった

です。目に見えない口の中のことはイメージしにく

く、本も理解しにくかったのですが、実演、ビデオ

を通して、理解しやすかったです。ありがとうござ

いました。（理学療法士）

・丸山先生の話は、具体例が多く面白かった。出来れ

ば訓練方法等ももっと聞きたかった。（歯科医師）

・摂食・嚥下の研究の現状、よく知り、学校歯科保健

の現状をよく理解することができました。歯科以外

の参加で刺激になりました。（歯科医師）

・いろいろな職種の参加者がいて、質問もいろいろあ

ったのが興味深かったです。丁寧な回答、ありがと

うございました。（行政関係）

・食育に関する基本を勉強しなおすことができて、と

ても良かったです。（歯科医師）

・食べ物の摂食過程、奥歯で噛むことの筋道が理解で

きました。摂食から嚥下、すべてにわたり、本から

得られる知識からは入らない、生の知識となりまし

た。大変良かったです。（言語聴覚士）

・現在、8ヶ月の子どもがいるので、離乳食の大切さ

も分かり、すごくためになりました。（歯科衛生士）

・乳幼児期から“食べる”ことがとても大事だとわか

った。栄養面での“食べる”を重要視していたよう

に思います。現在、子育て、妊娠中。“食べる”こと

をもっと大切に考えていきたい。（介護関係）

・向井先生のお話で、子どもの成長過程で一つ一つの

動作にはしっかりした理由があるということに感心

させられました。（歯科衛生士）

・離乳食がいかに大切か、ということが興味深かった

です。（歯科医師）

・乳幼児の摂食機能の発達について具体的に説明して

頂き、勉強になりました。お話がとても面白かった

です。分かりやすく、参考になりました。（歯科技工

士）

・乳児の口腔機能の発達について、とても分かりやす

い内容で良かったです。発達がわかれば対応方法も

理解しやすく良かったです。（医療関係）

・食育について知ることができてよかったです。普段

は障害児に接しているのですが、健常児でも離乳食

の形態や時期に気をつけていくことで、発達するこ

とがわかりました。（言語聴覚士）

・歯が生えていれば噛める、のみ込めると思って、食

物の大きさなどを見直せばいいと思っていました。

これからは 1歳半、3 歳健診で舌や唇の閉じ具合も

診ていきたいと思います。ビデオの映像があり、と

ても分かりやすかったです。（歯科衛生士）

・離乳段階における成長過程についての情報は知って

いたつもりでいましたが、具体的に分かりやすく教

えていただきました。大切な時期に発達に応じた育

児をしていく必要を実感しました。（訪問看護師）

・乳幼児期の食物摂取の観察ポイントを具体的に教え

ていただき、勉強になりました。舌小帯切除術後に

MFTを取り入れることで、今まで術後の経過を観

察したことがありませんでしたので、DHとして矯

正のMFTのみでなく舌小帯切除術後のケアのため

に必要であると考えました。（歯科衛生士）

・飲み込みが悪い子どもが 4.8％、舌強直症 3.5％、こ

の関わり方が大きいものがあると知り得たことがあ

りがたかったです。（歯科衛生士）

・向井先生のお話は分かりやすくて、具体的で楽しか

ったです。ありがとうございました。人が自然と成

長していく様が科学的（？）に分解されていく様は

興味深いことでした。この自然な成長が少しずつ損

なわれていくのを感じます。口呼吸の子どもたちが

増えていたりして、最近MFTに関心を持ち、ちょ

うど勉強を始めるところでした。舌強直症という新

しい視点を教えていただき、丸山先生、ありがとう

ございました。（歯科衛生士）

・具体的にどう取り組んだら良いかということが、大

変わかりやすかった点。現状（問題点）から見た

“食育”における歯科の役割について、気づかされた

点。（歯科医師）

＜2＞今後の食育講演会に期待する点、テーマはあり
ますか？
◎講師・参加対象者の拡大
・広く参加できる機会として、開催していただけると

よいです。（行政関係）

・議題を討論形式！教育者、栄養士等、他分野の方の

講演等。（歯科医師）

◎症例と指導方法
・具体的な症例をあげることにより、どのようなアプ

ローチをすればいいかを知りたい。次回、妊産婦に

対する離乳食の与え方等、楽しみにしています。（歯

科衛生士）

・実際の症例（資料、写真）を提示し、臨床にいかせ

る講座を作っていただきたく思いました。（歯科医

師）

・疾患に関する高齢者の誤嚥に対する援助。口腔ケア

の実際（一般・状態別など）、具体的な方法も含めて

聞きたい。（介護関係）

・摂食、嚥下と呼吸、不正咬合への関与。（歯科医師）

・パーキンソン病などの疾患別、チームアプローチに

ついて、栄養・経腸関係について。（言語聴覚士）

・一般開業医においての実際の臨床（歯科医師）

・具体的にその年齢に適した幼児の身体の発達に合わ

せた食事内容を、消化器官の話を聞いてみたいです。

（歯科衛生士）

・障害児への偏食指導、具体例など。（言語聴覚士）

・発達障害児等の偏食の対応。（理学療法士）

・高齢者のことをもっと知りたい。（介護関係）

・咀嚼機能をあげるメニュー、その作り方など。（医療

関係）

・乳児期の離乳食の時期時期に、与えるべき形態の離

乳食を紹介してほしい。（歯科衛生士）

・共働きの多い時代、乳幼児にかける時間が短い親に

とっての有効な方法について。うまく食事をとれな

くなった子どもたちへの再教育について。（歯科技工

士）

◎健診における食育指導
・妊婦健診時に（金沢市の手帳についている無料の健

診のこと）、情報提供できればと思っています。今後

の講演会で、そのような資料がいただければ嬉しい

です。（歯科医師）

・ 1歳半、3歳児歯科検診での食育に対する指導の統一

化を図るために、指導マニュアルを作成してほしい。

指導者の知識レベルに差がある。地域によって差が

ある。（歯科衛生士）

・乳幼児をもつ母親にとっては日ごろ困っていること

も多く、関心が高いことであると思いますが、市町

村での健診時の栄養指導はあまりにも事務的な事柄、

対応で学べることはありません。乳幼児健診や産前

指導時に市町村の栄養士や保健士がきちんとアドバ

イスできるようになるといいと思います。（訪問看護

師）

・乳幼児期、うまく離乳食が進まず、支障ある子ども

への指導の実際。食の大切さを今回のお話で改めて

思いました。子どもの健診での保健士さんからの指

導はただ一般的であり、知っていること、本に書い

てあることばかりで面白くない。実際の食事（調理、

献立、盛り付け、食べ方）をしながら、母も他の子

どもをみながら、個別的な指導を受けられる場を希

望する。せっかくの健診をもっと意味あるものに。

（介護関係）

◎関係職種との連携
・食育推進は、歯科領域との連携が大切ですね。母乳、

おしゃぶり、障害児の摂食指導についてのテーマを

希望する。（管理栄養士）

・職種間における連携や、私たち歯科関係者との協力

をどうしたら良いかという点、またお互いの情報提

供の大切さ等、支援者とのコミュニケーションの取

り方、たとえば時期をいつにするか。（歯科衛生士）

◎食育における歯科の役割
・現状（問題点）からみた“食育”における歯科の役

割について、知りたい。社会の中で歯科医院に求め

られる「食育」とはどのようなものなのか。医院の

中で行うこと、地域活動の中で行うこと。（歯科医

師）

〔関連記事 1 面〕
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会 員 寄 稿  

石
川
県
立
中
央
病
院
歯
科
口
腔
外
科
診
療
部
長（
科
長
）　
宮
田
　
勝 

病
院
歯
科
が
無
く
な
る
 

病
院
歯
科
が
無
く
な
る
 

―
―
病
院
歯
科
は
不
要
か
？
 

　
　
　
歯
科
医
療
に 

　
　
　
　
歯
科
衛
生
士
は
不
要
か
？
―
― 

 

地
域
歯
科
診
療
支
援
に
、
病

院
歯
科
機
能
は
不
必
要
で
あ
ろ

う
か
？

今
回
の
改
正
で
、
病
院
歯
科

の
収
入
が
激
変
し
た
。
来
年

度
か
ら
の
廃
止
や
人
員
削
減

が
全
国
的
に
早
々
に
決
定
し
て

い
る
。
当
科
も
人
員
削
減
が

決
定
し
た
。
四
半
期
の
報
告
に

よ
れ
ば
、
本
年
四
月
の
保
険
改

定
に
よ
り
、
一
次
医
療
機
関
の

減
収
は
大
半
が
一
〇
％
台
（
中

に
は
二
〇
％
超
え
の
報
告
も
あ

り
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

病
院
歯
科
の
減
収
は
二
〇
〜

二
五
％
と
の
結
果
に
な
っ
て
い

る
。高

齢
有
病
者
時
代
を
迎
え
、

病
院
歯
科
機
能
の
充
実
と
活
用

が
求
め
ら
れ
て
い
る
一
方
、
地

域
歯
科
診
療
支
援
病
院
の
申
請

も
ま
ま
な
ら
ず
、
病
院
歯
科
が

地
域
医
療
連
携
を
通
じ
て
地
域

医
療
に
貢
献
す
る
道
さ
え
も
否

定
さ
れ
て
い
る
現
実
が
重
く
の

し
か
か
っ
て
き
た
。

不
利
益
を
受
け
る
の
は
、
私

た
ち
勤
務
医
で
は
な
く
て
、
患

者
で
あ
る
県
民
で
あ
り
、
国
民

で
は
な
か
ろ
う
か
。
国
民
に
考

え
て
頂
き
た
い
の
で
あ
る
。
問

う
点
は
二
点
。
一
つ
は
、
病
院

歯
科
は
不
必
要
か
？
。
二
つ
目

は
、
歯
科
医
療
に
、
歯
科
衛
生

士
が
不
必
要
か
？
と
い
う
点
で

あ
る
。

私
が
科
長
を
勤
め
る
石
川
県

立
中
央
病
院
歯
科
口
腔
外
科

は
、
歯
科
医
師
四
人
、
歯
科

衛
生
士
六
人
を
常
勤
で
有
す

る
。
昨
年
度
の
紹
介
患
者
数
は

千
二
百
六
十
五
人
で
、
紹
介
率

四
七
％
で
あ
る
。
乳
幼
児
の
夜

間
の
受
診
者
数
を
除
け
ば
、
実

際
上
の
紹
介
率
は
も
っ
と
高
く

な
る
。

さ
ら
に
、
院
内
の
入
院
患
者

か
ら
の
口
腔
ケ
ア
な
ど
の
患
者

を
差
し
引
け
ば
、
事
実
上
の
紹

介
率
は
さ
ら
に
高
い
こ
と
に
な

る
。残

念
な
が
ら
、
四
月
の
保
険

改
定
で
、
初
診
料
は
、「
病
院

歯
科
初
診
料
１
」
か
ら
、「
歯

科
初
診
料
」
と
な
っ
た
。
病

院
歯
科
に
お
い
て
紹
介
患
者

数
が
外
来
患
者
の
三
割
以
上

ま
た
は
、
二
割
以
上
で
あ
る
も

の
の
う
ち
、
別
に
定
め
る
手
術

件
数
が
規
定
数
を
超
え
て
い
れ

ば
、
地
域
歯
科
診
療
支
援
病
院

歯
科
初
診
料
を
算
定
で
き
る
。

こ
の
初
診
料
は
二
百
七
十
点
で

あ
る
。
歯
科
初
診
料
百
八
十
点

に
比
較
し
て
高
く
な
る
が
、
医

科
初
診
料
は
二
百
七
十
点
で

あ
る
の
で
、
病
院
で
は
同
列

と
な
る
。
平
成
十
八
年
三
月
ま

で
は
、
こ
の
紹
介
率
を
満
た
せ

ば
、「
病
院
歯
科
初
診
料
１
」

と
し
て
二
百
五
十
五
点
を
算
定

で
き
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

文
書
紹
介
が
あ
る
こ
と
は
、

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
が

深
い
と
い
う
点
で
双
方
向
に
意

義
の
あ
る
制
度
で
あ
り
、
良
好

に
機
能
し
て
い
た
。
今
回
の
改

定
で
も
よ
り
深
い
連
携
を
推
進

さ
せ
る
方
向
で
あ
る
と
推
察
し

て
い
た
が
、
結
果
は
、
ま
っ
た

く
逆
の
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

石
川
県
内
で
は
、
地
域
歯
科

診
療
支
援
病
院
歯
科
と
し
て
、

社
会
保
険
事
務
局
に
届
け
出

し
て
い
る
の
は
、
金
沢
医
科
大

学
病
院
歯
科
の
み
で
あ
る
ら
し

い
。
病
院
歯
科
初
診
料
を
算
定

し
て
い
た
医
療
機
関
が
六
件
あ

っ
た
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
こ

の
落
差
は
大
き
過
ぎ
る
。

地
域
歯
科
診
療
支
援
病
院
歯

科
の
施
設
基
準
は
、
従
来
の

紹
介
率
や
別
の
保
険
医
療
機
関

と
の
連
携
体
制
の
確
保
の
ほ
か

に
、
次
の
三
点
が
あ
る
。
①
常

勤
の
歯
科
医
師
が
三
人
以
上
配

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
②
看
護

師
及
び
准
看
護
師
（
以
下
、
看

護
職
員
と
記
す
）
が
２
人
以
上

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
③
歯

科
衛
生
士
が
１
人
以
上
配
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
以
上
が
加
わ

っ
た
の
で
あ
る
。

病
院
歯
科
初
診
の
場
合
は
、

歯
科
医
師
が
二
人
以
上
で
あ
っ

た
し
、
看
護
職
員
や
歯
科
衛
生

士
の
基
準
は
不
要
で
あ
っ
た
。
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○講演会終了後、20周年記念パーティを行う予定です。　○20周年記念誌も発行予定です。 

医療・福祉問題研究会「20周年記念講演会」 医療・福祉問題研究会「20周年記念講演会」 
11月4日（土） 午後2時～午後4時半 

社会福祉会館大ホール 

日時 

場所 

11月4日（土） 午後2時～午後4時半 

社会福祉会館大ホール 

報告者：鈴木　　静さん（愛媛大学法文学部助教授） 
 前田　俊彰さん 
 前田　優子さん 
演　題：「障害者自立支援法について（仮）」 

■日時 

■場所 

地
域
歯
科
診
療
支
援
病
院
歯
科

初
診
料
を
算
定
し
て
い
る
医
療

機
関
が
一
機
関
の
み
と
な
っ
た

こ
と
で
、
県
民
は
ど
の
よ
う
な

不
利
益
を
被
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
ろ
う
か
？

現
時
点
で
は
、
静
観
の
構
え

で
大
き
な
問
題
が
な
い
と
み

て
い
る
人
は
多
い
よ
う
だ
。
し

か
し
、
石
川
県
は
高
齢
化
の
進

む
早
さ
が
一
段
と
早
い
県
で
あ

る
。
歯
科
訪
問
診
療
料
の
地
域

医
療
連
携
体
制
加
算
の
施
設
基

準
に
関
わ
る
届
出
書
に
は
、
緊

急
時
の
連
携
保
険
医
療
機
関

と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
地
域
歯

科
診
療
支
援
病
院
歯
科
初
診
料

の
施
設
基
準
に
係
る
届
出
を
行

っ
て
い
る
連
携
保
険
医
療
機
関

を
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ

ま
り
は
、
病
診
連
携
を
き
ち
ん

と
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
立
案

さ
れ
て
き
た
経
緯
が
見
え
て
く

る
。
高
齢
有
病
者
社
会
に
お
い

て
、
入
院
施
設
を
有
す
る
歯
科

と
の
連
携
が
必
要
に
な
る
機
会

が
増
え
る
こ
と
は
無
理
な
く
想

像
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
改
定
で
、
一
医
療
機

関
の
み
で
、
全
県
の
対
応
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
月
ま
で
は
、
六
医
療
機
関
が

あ
り
、
各
地
区
に
分
散
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
医
療

の
後
退
が
は
っ
き
り
と
見
え
て

く
る
。

と
こ
ろ
で
、
施
設
基
準
の
条

件
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
歯
科
医
療
に
歯
科

衛
生
士
で
は
な
く
、
看
護
職

員
が
な
ぜ
多
く
必
要
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
歯
科
外
来
で
看
護
職

員
に
何
を
し
て
も
ら
う
べ
き

な
の
か
？
採
血
や
点
滴
は
、
ど

の
科
も
中
央
処
置
室
で
行
わ
れ

る
。
当
院
の
各
科
外
来
看
護
職

員
の
配
置
を
見
て
み
る
と
、
内

科
は
、
九
人
配
置
さ
れ
て
い

る
。
多
い
よ
う
に
思
え
る
が
、

こ
こ
で
い
う
内
科
は
八
つ
の

内
科
を
す
べ
て
併
せ
て
い
る
ば

か
り
か
、
嘱
託
、
臨
時
職
員
が

主
で
あ
る
。
小
児
科
は
三
人
だ

が
、
一
人
は
病
棟
か
ら
の
応
援

で
あ
る
。
一
般
外
科
・
消
化
器

外
科
、
整
形
外
科
、
泌
尿
器
科

は
各
二
人
だ
が
、
そ
の
ほ
か
は

一
人
で
あ
る
。
心
臓
血
管
外
科

と
呼
吸
器
外
科
は
、
一
人
が
か

け
持
ち
で
あ
る
。
歯
科
外
来
に

看
護
職
員
二
人
の
配
置
を
要
求

す
る
こ
と
自
体
、
異
様
な
の
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
、
歯
科
衛
生

士
の
方
が
、
歯
科
医
療
に
精
通

し
て
い
る
の
だ
。

歯
科
医
師
数
が
二
人
で
あ
っ

て
も
、
従
来
、
病
院
歯
科
と
し

て
地
域
の
連
携
医
療
に
貢
献
し

て
き
た
機
関
は
多
い
。
歯
科
医

師
数
や
看
護
職
員
数
の
見
直
し

を
早
急
に
進
め
て
、
地
域
歯
科

診
療
支
援
病
院
を
実
質
的
な
評

価
で
認
定
す
る
と
と
も
に
、
国

民
に
安
心
と
安
全
を
与
え
る
た

め
に
は
、
地
域
格
差
を
生
じ
な

い
よ
う
に
認
定
す
る
必
要
も
あ

る
と
考
え
る
。

次
回
の
改
正
ま
で
に
、
病
院

歯
科
が
残
っ
て
い
る
か
は
、
極

め
て
悲
観
的
で
は
あ
る
。
病
院

歯
科
に
関
す
る
改
正
点
に
つ
い

て
の
可
否
を
全
国
民
に
問
い
か

け
た
い
。

世
界
の
黒
澤
は
、「
姿

三
四
郎
」「
羅
生
門
」「
七
人

の
侍
」
な
ど
傑
作
、
名
作
を

次
々
と
産
み
出
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
時
代
劇
だ

が
痛
快
日
本
版
西
部
劇
と
で

も
言
え
る
何
と
も
面
白
い
の

が
こ
の
作
品
だ
。
題
名
自
体

が
何
や
ら
曲
者
で
あ
る
。

そ
し
て
、
い
つ
も
な
ら
三

船
敏
郎
が
主
役
な
の
だ
が
、

こ
の
映
画
で
は
千
秋
実
と
藤

原
釜
足
扮
す
る
強
欲
な
百
姓

二
人
組
と
上
原
美
佐
扮
す
る

ピ
チ
ピ
チ
の
雪
姫
が
軸
と
な

り
物
語
が
展
開
し
、
三
船
は

あ
た
か
も
脇
役
で
あ
る
。

話
は
、
合
戦
で
手
柄
を
立

て
て
一
儲
け
し
よ
う
と
し

た
と
ん
ま
な
二
人
が
間
が
悪

く
、
負
け
た
側
に
組
み
込
ま

れ
て
、
勝
ち
組
に
身
ぐ
る
み

剥
が
れ
て
し
ま
い
、
奴
隷
の

よ
う
に
こ
き
使
わ
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
る
。

捕
虜
の
反
乱
か
ら
命
か
ら

が
ら
逃
げ
出
し
て
、
生
ま
れ

故
郷
に
帰
ろ
う
と
し
て
苦
労

し
て
い
る
う
ち
に
偶
然
黄
金

を
見
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
金

を
が
っ
ぽ
り
持
ち
帰
ろ
う
と

欲
に
か
ら
れ
た
二
人
が
喧
嘩

し
て
い
る
折
に
、
強
そ
う
な

侍
に
見
込
ま
れ
て
し
ま
い
、

ま
た
ま
た
二
人
の
苦
労
が
始

ま
る
の
で
あ
る
。

西
部
の
荒
れ
山
み
た
い
な

と
こ
ろ
の
頂
上
近
く
に
秋
月

家
の
隠
し
砦
が
あ
り
、
そ
の

侍
は
家
老
の
真
壁
六
郎
太
だ

っ
た
の
だ
。
そ
こ
か
ら
敵
の

山
名
領
を
通
り
、
同
盟
を
結

ん
で
い
る
早
川
領
へ
唖
を
装

っ
た
姫
と
共
に
お
家
再
興
の

軍
資
金
を
運
ぶ
旅
に
か
わ
い

そ
う
な
二
人
は
随
行
さ
せ
ら

れ
た
。
途
中
で
と
ん
ず
ら
し

よ
う
と
す
る
が
う
ま
く
い
か

ず
、
次
々
と
苦
難
が
降
り
か

か
っ
て
く
る
。

敵
方
に
見
つ
か
り
、
伝
令

を
殺
さ
な
い
と
い
け
な
く
な

っ
た
と
き
、
三
船
が
刀
を
立

て
て
持
ち
そ
の
ま
ま
馬
で
疾

駆
す
る
場
面
は
何
と
も
勇
壮

で
あ
り
、
最
後
に
山
名
領
か

ら
早
川
領
に
馬
で
脱
出
す
る

時
は
、
鉄
砲
玉
が
ガ
ン
ガ
ン

飛
び
交
い
、
ま
る
で
ア
メ
リ

カ
西
部
な
ら
ぬ
日
本
の
西
国

を
舞
台
に
し
た
西
部
劇
だ
。

こ
の
映
画
の
脚
本
は
、
菊

島
隆
三
、
小
国
英
雄
、
橋
本

忍
、
そ
し
て
黒
澤
明
と
四

人
で
書
き
上
げ
、
三
人
の
男

が
姫
と
財
宝
を
守
っ
て
、
多

く
の
困
難
や
障
害
を
乗
り
越

え
、
敵
中
を
通
り
抜
け
て
い

く
息
も
つ
か
せ
ぬ
見
事
な
物

語
を
作
っ
た
。

そ
し
て
、
重
厚
な
画
面
、

力
強
い
演
出
。
さ
ら
に
ま
っ

た
く
の
素
人
を
姫
役
に
抜
擢

し
た
。
そ
の
み
ず
み
ず
し
い

演
技
が
、
ほ
か
の
黒
澤
作
品

に
な
い
味
を
出
し
て
い
る
。

こ
の
三
悪
人
の
役
柄
を
後

年
ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
ー
カ
ス

が
「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」

に
移
し
変
え
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
戦
後
の
た
く
ま
し
く

楽
し
い
日
本
映
画
な
の
で
あ

る
。

映画狂 映画狂 映画狂 
おすすめの1本 おすすめの1本 

き つ ぶ や 
その⑱ 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

の 

【
監
督
】黒
澤
　
明 

【
出
演
】三
船
敏
郎 

一
九
五
八
年（
日
本
） 

隠
し
砦
の
三
悪
人 
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平
田
　
米
里（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

リレー・エッセイ リレー・エッセイ 

在宅 
医療 
在宅 
医療 

１２ 

訪
問
歯
科
・
口
腔
ケ
ア（
そ
の
5
） 

レ
ベ
ル
の
高
い 

ケ
ア
提
供
が
カ
ギ 

施
設
で
の
往
診
は
保
険
制
度

上
の
回
数
の
制
約
が
あ
る
こ
と

を
先
回
書
き
ま
し
た
。
在
宅
で

も
同
じ
で
す
。

施
設
の
口
腔
ケ
ア
が
テ
ー
マ

で
す
が
、
ケ
ア
の
内
容
は
在
宅

で
も
同
じ
な
の
で
、
在
宅
で
の

経
験
を
書
き
ま
す
。
失
敗
例
と

成
功
例
で
す
（
両
極
端
な
ケ
ー

ス
が
同
時
発
生
す
る
こ
と
は
施

設
で
は
稀
な
の
で
）。

【
失
敗
例
】

老
人
二
人
暮
ら
し
の
家
庭
を

歯
科
衛
生
士
と
訪
問
し
ま
し

た
。
ご
主
人
が
認
知
症
、
座
位

は
可
能
で
す
が
、
歩
行
は
奥
さ

ん
の
介
助
が
あ
れ
ば
何
と
か
で

き
る
程
度
。
歯
が
動
く
の
で
食

事
の
時
に
痛
が
る
。
歯
ご
た
え

の
あ
る
も
の
は
無
理
。
特
に
上

顎
の
前
歯
は
重
症
の
歯
周
病
で

し
た
。
歯
科
医
の
立
場
で
は
口

腔
内
に
激
し
い
炎
症
が
あ
る
の

に
、
単
に
食
事
が
で
き
な
い
か

ら
と
い
っ
て
食
事
に
工
夫
を
凝

ら
す
だ
け
で
は
不
満
で
す
。
グ

ラ
グ
ラ
す
る
歯
を
抜
い
て
入

れ
歯
を
作
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
が
、
抜
く
に
抜
け
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
今
度

も
そ
ん
な
ケ
ー
ス
で
し
た
。
と

り
あ
え
ず
最
初
は
歯
科
衛
生
士

が
ケ
ア
を
し
ま
し
た
。
少
し
歯

肉
に
触
れ
る
だ
け
で
痛
が
り
ま

す
。
嫌
が
り
ま
し
た
。
歯
の
裏

側
が
難
し
い
。
室
内
の
照
明
が

弱
く
、
も
う
一
本
手
が
欲
し
い

状
況
で
し
た
。
週
一
回
の
割
合

で
数
回
訪
問
し
ま
し
た
が
、
も

う
一
歩
の
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

て
、
見
学
し
て
い
た
だ
け
の
奥

さ
ん
に
ケ
ア
の
仕
方
を
指
導
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
高
齢
な

の
で
、
で
き
る
だ
け
簡
単
正
確

に
行
え
る
よ
う
に
と
、
い
ろ
ん

な
清
掃
用
具
で
試
し
て
み
ま
し

た
。
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

思
っ
て
、
翌
週
訪
問
す
る
と
、

さ
ほ
ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
お
話
を
お
聞
き
す
る
と
、

中
腰
の
姿
勢
で
二
十
分
か
ら

三
十
分
の
ケ
ア
は
つ
ら
い
。
ご

主
人
も
気
持
ち
よ
く
口
を
空
け

て
く
れ
る
日
ば
か
り
で
は
な
い

し
、
そ
れ
に
目
が
悪
く
て
よ
く

見
え
な
い
の
で
、
不
安
で
積
極

的
に
で
き
な
か
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
最
低
で
も
一
日
一
回

の
口
腔
ケ
ア
が
あ
れ
ば
劇
的
に

改
善
す
る
と
期
待
し
て
い
た
私

は
、
立
ち
往
生
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

【
成
功
例
】

次
の
例
は
、
五
十
歳
代
の
夫

婦
二
人
暮
ら
し
の
ケ
ー
ス
で

す
。
奥
さ
ん
が
医
療
関
係
の
資

格
を
持
っ
た
方
で
、
脳
卒
中
で

寝
た
き
り
に
な
っ
た
ご
主
人
の

ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
歯
が
動
く
し
痛
い
の

で
、
ほ
と
ん
ど
の
料
理
が
食
べ

ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
口
か
ら

血
や
膿
が
流
れ
出
て
、
枕
が
毎

日
汚
れ
る
ほ
ど
で
、
こ
の
先
ど

う
な
る
の
か
と
、
途
方
に
く
れ

て
い
ま
し
た
。

最
初
の
数
回
は
歯
科
衛
生
士

が
中
心
に
ケ
ア
を
行
い
、
奥
さ

ん
は
見
学
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
ケ
ー
ス
で
は
、
介
護
す
る
奥

さ
ん
の
能
力
が
非
常
に
高
く
、

ケ
ア
の
方
法
を
指
導
す
る
と

た
ち
ま
ち
習
得
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
親
身
に
な
っ
て
い
る
奥

さ
ん
が
、
歯
科
衛
生
士
レ
ベ
ル

の
ケ
ア
を
毎
日
三
回
、
根
気
よ

く
続
け
る
の
で
す
か
ら
、
症
状

は
み
る
み
る
う
ち
に
改
善
し
て

い
き
ま
し
た
。
一
カ
月
で
膿
が

消
え
、
二
カ
月
で
歯
肉
か
ら
の

出
血
と
腫
れ
が
消
え
、
歯
の
動

き
も
止
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
結

局
、
三
カ
月
ほ
ど
で
口
腔
内
が

す
っ
き
り
し
、
入
れ
歯
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
咬
む
こ

と
が
で
き
、
ケ
ア
の
達
人
が
そ

ば
に
居
る
わ
け
で
す
か
ら
、
私

も
ご
主
人
も
安
心
で
き
た
ケ
ー

ス
で
す
。

◇

結
果
の
良
し
悪
し
は
、
必
要

と
さ
れ
る
レ
ベ
ル
の
医
療
や
介

護
が
十
分
に
供
給
で
き
る
か
否

か
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
前
半
の
ケ
ー
ス

の
よ
う
に
、
介
護
す
る
家
族
に

必
要
な
機
能
が
果
た
せ
な
い
と

き
に
は
、
医
療
関
係
者
が
制
限

回
数
や
時
間
制
限
な
ど
の
制
約

を
受
け
ず
に
、
安
心
で
き
る
料

金
で
提
供
で
き
る
制
度
が
望
ま

れ
ま
す
。

◎お申し込みは保険医協会まで 
1076（222）5373

歯科講演会のご案内 歯科講演会のご案内 

10月15日（日）  午前10時から正午 

金沢都ホテル 5階「兼六の間」 
　ＪＲ金沢駅東口正面　金沢市此花町6-10 
　℡ 076‐261‐2111

歯科医師、歯科衛生士 

無料 

講　師 

テーマ 

日　時 

場　所 

参加対象 

参加費 

（   　　　　） 

（   　　　　　　　　 ） 

EBM講演会シリーズ第3回 

「ＰＥＣＯを用いた論文の読み方」（仮題） 
安藤雄一先生 国立保健医療科学院 口腔保健部　口腔情報室長 
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（
問
題
は
14
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
１
が
コ
ウ
を
さ
け
る
好
手
で
黒
5

ま
で
白
死
で
す
。
白
2
で
イ
は
黒
3
で

や
は
り
白
死
。
黒
1
で
3
は
白
1
黒

ロ
白
イ
黒
ハ

白
二
で
コ
ウ

に
な
り
失
敗

で
す
。
 

イ 

ニ 

ハ 
ロ 

〈
正
解
〉
1
五
銀
、
1
三
玉
、
2
三
飛
、

同
金
、
1
四
銀
、
同
玉
、
1
五
香
、
同

玉
、
2
五
金
ま
で
九
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
1
五
飛
や
1
五
香
は
2
四

玉
で
ま
た
2
五
銀
は
1
五
玉
で
詰
み

ま
せ
ん
。
1
五
銀
で
追
い
、
2
三
飛

と
捨
て
て
か
ら
1
四
銀
と
活
用
す
る

の
が
好
手
順
で
す
。
3
手
目
1
四
香

は
、
2
二
玉
、
5
二
飛
に
3
二
飛
の

好
防
が
あ
り
不
詰
め
。
1
四
銀
に
は

同
金
は
2
三
金
ま
で
。
ま
た
2
二
玉

は
2
三
歩
成
以
下
駒
余
り
の
詰
み
な

の
で
同
玉
で
す
が
、
1
五
香
が
決
め

手
で
解
決
し
ま
す
。 

（
問
題
は
14
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 
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今年度の診療報酬改定で、リハビリ医療は大きな打撃を受けた。疾患別

で、保険適応の日数を制限するというものである。患者さんの症状やニー

ズとは関係なく、疾患名で日数を決めるということになった。

患者さんが理学療法を受けたいと言って医療機関の門をたたいても、「あ

なたは発症から○○日たっていますからお帰り下さい」ということを説明

しなければならない。こんなことを患者さんに言えというのは医療従事者

にとってはとても辛いことである。

一方、同じ患者さんに介護保険では介護予防ということで、「あなたは

リハビリをしないと寝たきりになります」と説明して、自宅まで迎えに来

る。自宅に静かにしていたいと思っても、閉じこもりといわれて寝かせて

もらえない。われわれの仕事は、患者さんのニーズに答えているのだろう

か。国のニーズに答えているのだろうか。

医療機関のリハビリ室は、昔から介護予防に貢献してきた。そして、障

害を持った人たちの励みの場所にもなっていた。来る者は拒まず、そして、

去る者は追わず。そこでは大先輩の患者さんが新入りの患者さんに、自分

の闘病生活、苦労話を語っていた。ピュアーカウンセリング（専門家に言

わせるとちょっと違うのかもしれないが）なんてことは、自然に行われて

いた。そのおかげで、多くの障害を持った方や家族が、どんなに気が休ま

ったことだろうか。

医療保険でも介護保険でも、リハビリに金がかかることは同じである。

国の改革とかで、市町は介護保険のために多大なエネルギーを割かねばな

らない。「労力はかかるが、効果もなく、患者さんのニーズにも合ってな

い制度」、将来、社会の教科書にそのように書かれるかもしれない。これ

では、職員も患者さんも報われない。いつの間にか、病院は修理工場のよ

うになった。工期は何日、日曜もリハビリで早期退院、ともすればクリニ

カルパスに振り回されて、患者さんのためなのか病院のためなのかよく分

からないまま、いつも医療者も患者さんも見えないものに追われている。

「病気になったときぐらいゆっくり休ませてくれ！」などというのは、も

う贅沢なニーズである。

現在、理学療法士は全国に約 4万人。石川県には、約 400 人である。私

が理学療法士になった 30 年ほど前は、全国に 2千人足らず。石川県には、

20 人もいなかった。

近年、理学療法士は急速に増加し、養成校も乱立状態。県内にも、新た

な養成校ができようとしている。新人理学療法士が多く誕生しても、今の

医療制度の中で本来の「リハビリマインド」を持って仕事ができるだろう

か。

PT編 その⑥ 

理学療法士の将来 

（社）石川県理学療法士会　会長　荒木　茂（石川県リハビリテーションセンター　理学療法士） 
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◇と　き　2007年1月13日（土曜日） 
◇ところ　金沢アートホール 

（金沢駅前ポルテ6階・TEL:076-224-1660） 
※駐車場は近くの有料駐車場をご利用ください。 

午後6時開場 
午後6時半開演 

終演予定： 
午後9時ごろ （　　　） 

ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007

石川県保険医協会　TEL076（222）5373　FAX076（231）5156　E-mail:iskw_sugino@doc-net.or.jp

①保険医協会会員とその家族・友人の方 ②洋楽・邦楽、いずれもジャンルを問いません 
③個人の出演者は10分以内の演奏 ④グループ演奏は20分以内の演奏 
⑤出演は無料ですが、特別な音楽機材などの持ち込みにかかわる費用は出演者のご負担になります 

①保険医協会会員とその家族・友人の方 ②洋楽・邦楽、いずれもジャンルを問いません 
③個人の出演者は10分以内の演奏 ④グループ演奏は20分以内の演奏 
⑤出演は無料ですが、特別な音楽機材などの持ち込みにかかわる費用は出演者のご負担になります 

ただ今、出演者募集中 （第1次締切：2006年11月12日） 

会員・家族・スタッフ・友人など、たくさんの方々の出演・参加をお待ちします 

●出演のお申し込み・ 
　お問い合わせなどは、右記へ。 

参加費・出演料は 
無料です 

JR金沢駅 

都ホテル 
● 

都ホテル 
● 

● 
ホテルイン金沢 

● 
ホテルイン金沢 

●全日空ホテル 

至福井→ ←至富山 

金沢市アートホール 
（ポルテ金沢　6F） 
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【読んだ本】

カラスの鳴かぬ日はあっても、医療事故関連ニュースが報道されない日

はない今日、虎ノ門病院泌尿器科部長　小松秀樹氏の『医療崩壊　「立ち

去り型サボタージュ」とは何か』が、この５月に出版され大きな話題とな

っている。すでに読まれた方も多いと思うが、今回この本①と前々年に出

した小松氏の著作②も合わせて紹介する。

②は①のいわばプレリュードにあたり、タイトルは医療事故となってい

るが、主題は医療倫理の解説である。もしどちらか一冊と問われたら躊躇

なく①の『医療崩壊』の購読を勧めたい。

今日の医療で何が一番問題かというと、医師は、医学が確率の科学であ

り、医療行為は、不確実で、体に何かしらの侵襲を与え、限界と一定のリ

スクがあることを当然認識しているが、患者は基本的に医療は安全なもの

で、有害なことが起これば医療提供側の責任であると考える。今日、この

患者感情を後押し、攻撃しているのがメディアだと小松氏は指摘する。警

察や裁判所も「結果責任説」を取り、医師や看護師が業務上過失致死や同

過失傷害で起訴され、有罪とされるケースが増加してる。

そもそも医療は「公共財」であり、日本の医療システムの総合評価は世

界一である。だが、日本の医療機関は二つの圧力、医療費抑制と安全追求

という相矛盾した要求に晒され、労働環境がすこぶる悪化し、医師は病院

から離れ始めた。このことを著者は「立ち去り型サボタージュ」と呼ぶ。

そして「安全」で「収入」の多い開業医にシフトし始め、医療崩壊が進行

している。

崩壊の要因として、警察介入の問題（司法解剖の権限をもち、その結果

を病院側に原則知らせず、多くの医療関係者、特に看護師を被疑者として

過酷な取り調べをする。）さらに世論の動きを金科玉条にして、時にはメ

ディアを利用して世論を誘導し、医療関係者を犯罪者に仕立てる、そのほ

か、外来医療費の割合が高く入院医療費が少ない。大学・大学院・医局の

問題（教授会が現実感覚を無視した愚衆政治化している。研究至上主義で

手術の出来ない外科教授の存在。医局規律の前時代性や医局員の責任感を

希薄にし、人事の不透明性を助長する医局制度）、厚生労働省の問題（理

念ある行動を取れず、政治、日本医師会、財務省などにふりまわされる官

庁）などを挙げている。

②は医療崩壊の前兆として、2003 年秋に起こった慈恵医大青戸病院事件

を例に医療事故の本質的問題を解明しようとした著作である。この事件は

大変センセーショナルに報道され、被告の３人の医師はメディアに徹底的

に糾弾され、最近有罪の判決が出たが、著者はこの事件を詳細に分析し、

手術手技の問題より大量出血に対する輸血が適格になされなかったことが

死亡原因で、慈恵医大の緊急時の輸血システムの不備が問題であり、医師

個人に責任をなすりつけた大学側の責任の問題と、医師個人の追求に終始

したメディア、罪刑法定主義という原則に反し、メディアを情緒的に煽っ

た警察を糾弾している。

今日のような医療現場の惨状に際し、著者は、スウェーデンの無過失補

償制度の創設を提言している。また一旦起きた医療事故の原因究明のため

の航空事故調査委員会を模した、公平中立な医療事故原因究明調査委員会

の設置と、速やかに「医療臨調」のような組織を設置して全国民的徹底的

な議論を提言している。

【私の考え】

医師としては、今まで言えなかったことをよくぞ言ってくれたと言う思

いはする。

しかし、医師としての立場ではシンパシーを感じても、医療事故の被害

者の現状はどうだろうか。医療事故に際し、医療提供者は「にげない」「か

くさない」「ごまかさない」の３原則の遂行を言われているが、なかなか

守られず患者側に不信感、因果応報の心理が生まれるのに想像に難くない。

医療事故対策として、②では虎ノ門病院患者同意書、医師のための入院

診療基本指針虎ノ門病院版など、小松氏が中心になって作成した大変立派

な文章の提示があるが、全国の病院でこれが採用できるか、まず医師の抜

本的な意識改革がなければならない。

医局制度も確かに今日的に見ればデメリットの方が大きいかもしれない

が、小松氏自身も述べているように、地方では医局制度に頼らざるを得な

いところがある。身近でも、勤務医の転職や開業の話は聞くが、必ずしも

「立ち去り型サボタージュ」とはいえない。むしろ病院側の都合でリスト

ラ的転職、退職が多いと思う。小松氏は医療費配分が日本医師会からの圧

力で、従来から入院医療費が外来医療費に比べ冷遇され、それが勤務医の

退職、実入りのよい開業医に転職につながっていると述べているが、これ

は開業医の立場では受け入れがたい発言である。われわれも低医療費政策

の一方の犠牲者で、薄利多売で何とか食っていると言うのが現状ではない

かと思う。

小松氏の意見は大筋同意できるもので、医療界、法曹界、警察関係、政

界、官界各方面の方々に読んでもらい、医療崩壊の進むのを止めてもらい

たいものだ。

しかし、開業医としては、外来医療が儲かっているのだから、外来医療

費を入院医療費に回せと言う短絡的な「世論」が形成される一抹の不安を

持つものである。

○テーマ─ 医療事故問題の本質 ○テーマ─ 医療事故問題の本質 
喜多　徹（野々市町・内科） 

複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 

2その 
 

読書教室 

①医療崩壊　「立ち去り型サボタージュ」とは何か
●著者：小松　秀樹
●出版：朝日新聞社

②慈恵医大青戸病院事件
●著者：小松　秀樹
●出版：日本経済評論社
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第20回看護講座 第20回看護講座 第20回看護講座 

「今、あらためて考える 
　　　　看護の魅力！」 

2006年10月21日（土） 13時～17時 
 10月22日（日） 9時30分～12時 

  

石川県女性センター　金沢市三社町1番44号 
 （076）263－0115 

 

1日目参加 3,000円　2日目参加 2,000円 

第Ⅰ講座 

第Ⅱ講座 

三上　満氏（元全労連議長・元東葛看護専門学校校長） 
題　名「いきいきと輝く看護のために」 

第Ⅲ講座 

井部俊子氏（聖路加看護大学学長） 
「今日的な看護提供・サービスとは」（仮題） 

介護労働シンポジウム 
「医療から在宅へ～これでいいのか介護の実態」 

（石川県看護協会一日共催） 

主催：第20回看護講座実行委員会 
国民医療研究所・石川県医療労働組合連合会・ 
石川県民主医療機関連合会 

事務局　金沢市昭和町5－13交通会館2F 
TEL 076－261－8829　FAX 076－261－8918 
E-mail：ishikawa-mwu@image.ocn.ne.jp

in Kanazawa

後援：金沢市・金沢コンベンションビューロー・ 
　　　石川県保険医協会・石川県病院協会 

日　時 

会　場 

参加費 

10月21日（土） 

10月22日（日） 

「在宅」の現場での訪問看護師・介護施設ケアワーカー・
介護ヘルパーの方々からのリアルな実態報告。石川県
で起こったグループホーム事件の報告など 
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朝
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
、
今

日
の
自
分
の
働
く
外
来
を
も
う

一
度
確
認
す
る
。
予
定
勤
務
表
と

変
更
さ
れ
て
い
る
と
き
が
あ
る
か

ら
だ
。
予
定
で
は
、
放
射
線
外
来

だ
っ
た
の
に
、
午
前
中
は
整
形
外

科
、
午
後
か
ら
は
救
急
担
当
、
午

後
三
時
か
ら
は
さ
ら
に
脳
外
科
も

兼
任
。

病
棟
の
欠
員
は
夜
勤
が
必
須
だ

か
ら
、
正
職
員
（
嘱
託
も
含
む
）

で
補
充
さ
れ
る
が
、
外
来
の
欠
員

は
パ
ー
ト
で
し
か
補
充
さ
れ
て
い

な
い
。（
外
来
ス
タ
ッ
フ
三
十
人

の
う
ち
、
正
職
員
は
十
六
人
。
隔

週
の
週
休
二
日
制
な
の
で
、
土

曜
日
の
正
職
員
は
管
理
者
を
入
れ

て
、
三
人
（
外
来
は
一
階
と
二
階

に
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
各
階
は

一
人
）、
後
は
パ
ー
ト
ば
か
り
。

ま
さ
に
、
パ
ー
ト
で
も
っ
て
い
る

外
来
だ
。
子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち

は
パ
ー
ト
で
、
い
ず
れ
は
正
職
員

に
と
思
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
。
幼

稚
園
に
行
き
始
め
た
子
ど
も
は
、

よ
く
発
熱
し
た
り
す
る
。
少
々
の

熱
で
も
幼
稚
園
に
お
い
て
き
た
と

い
う
ス
タ
ッ
フ
に
「
ま
た
、
休
む

の
？
ほ
か
に
預
け
る
と
こ
ろ
は
な

い
の
か
？
」
と
、
働
く
意
欲
を
そ

ぐ
よ
う
な
管
理
者
。
ス
タ
ッ
フ
同

士
で
も
『
パ
ー
ト
は
す
ぐ
休
む
。

そ
の
穴
埋
め
に
職
員
が
あ
る
の

か
』
と
、
お
互
い
に
い
た
わ
る
気

持
ち
が
薄
れ
て
く
る
よ
う
な
雰
囲

気
も
生
ま
れ
て
く
る
。

病
棟
や
外
来
と
は
、
ま
た
違
う

緊
張
感
で
毎
日
を
過
ご
す
Ｏ
Ｐ

室
ス
タ
ッ
フ
。
欠
員
補
充
は
さ
れ

る
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
平
均
勤
務
年

数
が
一
年
未
満
と
い
う
現
状
。
医

師
か
ら
も
「
う
ち
の
Ｏ
Ｐ
室
は

ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
？
」
と
の

声
が
聞
か
れ
る
。「
そ
れ
の
ど
こ

が
い
け
な
い
。
人
数
は
そ
ろ
っ
て

い
る
」
と
平
気
で
言
い
放
つ
管
理

者
。
技
術
の
継
続
・
看
護
の
継
続

は
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

四
月
に
病
院
全
体
で
十
七
人
が

就
職
し
た
が
、
五
月
の
連
休
を
待

た
ず
に
、
二
人
が
退
職
。
こ
れ
が

一
年
た
っ
て
、
何
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
毎

年
二
十
人
以
上
の
就
職
が
あ
る

が
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
は
増
員
さ
れ

て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
毎
年
二
十

人
近
く
が
辞
め
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
病
棟
で
は
、
三
年
で
中
堅
。

五
年
も
た
て
ば
、
ベ
テ
ラ
ン
と

言
わ
れ
て
し
ま
う
。
患
者
さ
ん
は

様
々
な
年
齢
・
社
会
的
背
景
を
持

っ
て
い
る
が
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
ば

か
り
で
本
当
に
大
丈
夫
か
。

「
高
速
回
転
状
態
」「
事
故
準
備

状
態
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
異
常

な
過
密
労
働
に
な
っ
て
い
る
看
護

現
場
。
看
護
ス
タ
ッ
フ
は
医
療
事

故
を
起
こ
す
ま
い
と
、
毎
日
懸
命

に
働
い
て
い
る
。
し
か
し
、
現
場

で
は
、
健
康
・
生
活
破
壊
、
バ
ー

ン
ア
ウ
ト
が
起
き
て
い
る
。
医
療

事
故
の
な
い
よ
う
に
と
過
ご
す
毎

日
。
看
護
職
が
専
門
職
と
し
て
、

看
護
に
誇
り
を
持
ち
、
い
き
い
き

と
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
大
幅

な
増
員
が
緊
急
課
題
だ
と
考
え

る
。

看
護
の
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
な

い
・
余
裕
が
な
く
て
、
毎
日
自
分

を
守
る
の
が
精
一
杯
で
、
看
護
の

魅
力
を
後
輩
に
伝
え
ら
れ
な
い
。

増
員
で
す
べ
て
が
解
決
す
る
と
は

い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
余

裕
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。あ

る
日
の
夕
方
近
く
、
点
滴

治
療
に
来
た
患
者
さ
ん
。
診
療

も
、
明
日
の
準
備
も
終
わ
っ
て
お

り
、
一
時
間
近
く
を
そ
の
患
者
さ

ん
と
世
間
話
を
し
な
が
ら
過
ご
し

た
。
わ
た
し
も
疲
れ
て
い
た
か
ら

い
す
に
座
っ
て
い
た
。『
い
つ
も

は
午
前
中
に
来
て
い
る
。
外
来
も

忙
し
そ
う
で
、
点
滴
も
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
時
々

ド
キ
ド
キ
す
る
。
今
日
は
、
ゆ
っ

く
り
だ
か
ら
な
ん
と
も
な
い
』
わ

た
し
は
、
ド
キ
ッ
と
し
て
し
ま

っ
た
。
こ
ん
な
風
に
患
者
さ
ん
と

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し

た
の
は
久
し
ぶ
り
だ
っ
た
。
本
来

な
ら
ば
、
こ
れ
が
看
護
で
は
な
い

か
。
毎
日
の
業
務
に
追
わ
れ
て
、

忘
れ
て
い
た
気
持
ち
だ
っ
た
。

看
護
師
が
見
た 

医
療 

 

現
場 

医
療 

 

現
場 
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米
国
産
牛
肉
の
輸
入
再
開
 

米
国
産
牛
肉
の
輸
入
再
開
 

安
全
の
前
提
無
い
ま
ま
に
 

Q＆A
Q＆A

【
Ｑ
】
政
府
が
米
国
産

牛
肉
の
輸
入
再
開
を
決
め

ま
し
た
ね
。 

【
Ａ
】
再
開
は
六
〜
七

月
に
実
施
し
た
米
国
食
肉

処
理
施
設
へ
の
調
査
団
査

察
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

し
か
し
、
調
査
の
結
果
、

一
部
施
設
に
問
題
が
あ
る

こ
と
を
発
見
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
輸
入
再
開
を

決
め
た
っ
て
い
う
ん
で
す

か
ら
、
あ
ま
り
に
も
日
本

の
消
費
者
を
ば
か
に
し
て

い
ま
す
。 

【
Ｑ
】
結
論
は
じ
め
に

あ
り
き
っ
て
感
じ
で
す
ね
。 

【
Ａ
】
一
月
に
輸
入
が

再
停
止
さ
れ
た
の
は
、
Ｂ

Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）

の
特
定
危
険
部
位
が
混
入

し
て
い
た
か
ら
で
す
。
米

国
は
「
人
為
ミ
ス
」
で
特

異
的
な
事
例
だ
と
強
調
し

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？

と
こ
ろ
が
、
香
港
や
台
湾

に
輸
出
さ

れ
た
米
国

産
牛
肉
に

も
同
様
の

骨
片
混
入

が
今
年
の

四
月
、
五

月
に
立
て

続
け
に
発

見
さ
れ
て

い
ま
す
。

米
農
務
省
の
調
査
で
も
、

食
肉
処
理
施
設
の
大
半
が

米
国
内
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
違

反
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。 

【
Ｑ
】
と
て
も
安
全
と

言
え
ま
せ
ん
ね
。 

【
Ａ
】
昨
年
十
二
月
に

食
品
安
全
委
員
会
が
「
日

本
の
牛
肉
と
の
リ
ス
ク
の

差
は
小
さ
い
」
と
答
申
し

た
の
は
、
二
十
カ
月
齢
以

下
の
条
件
が
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
危
険
部
位
が
完

全
に
除
去
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
前
提
で
し
た
そ
の
前

提
が
崩
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
米
側
の
「
す
で
に

改
善
さ
れ
」「
安
全
に
関

わ
ら
な
い
」
と
い
う
言
い

分
を
う
の
み
に
輸
入
を
再

開
し
た
こ
と
は
、
食
の
安

全
を
守
る
政
府
の
責
任
を

放
棄
す
る
も
の
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。 

このコーナーの原稿を募集します
字数は 1200 字程度で、掲載月は相談させていただきます

詳しくは事務局の杉野まで 076（222）5373

第
五
話 

看護師が病気になりそう… 
（県内公的病院・看護師） 
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会いに来たよアラスカの山  々会いに来たよアラスカの山  々
松原　一夫（金沢市・内科） 

会 員 投 稿 会 員 投 稿 会 員 投 稿 会 員 投 稿 

「
眩
し
い
！
ブ
ラ
イ
ン
ド
降

ろ
し
て
」

後
方
か
ら
鋭
い
声
が
飛
ん
で

来
た
。

六
年
前
、
私
は
メ
キ
シ
コ
は

マ
ヤ
文
明
遺
産
観
光
の
帰
り
、

ダ
ラ
ス
空
港
か
ら
関
空
に
向
か

っ
て
い
た
時
の
こ
と
。
機
内
は

消
灯
、
す
べ
て
の
ブ
ラ
イ
ン
ド

は
降
ろ
さ
れ
、
乗
客
は
眠
り
に

入
っ
て
い
た
。
テ
レ
ビ
に
写
り

出
さ
れ
て
い
る
飛
行
線
は
、
カ

ナ
ダ
上
空
か
ら
ア
ラ
ス
カ
へ
と

向
か
っ
て
い
た
。

少
し
だ
け
ブ
ラ
イ
ン
ド
を

上
げ
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、

光
が
射
し
込
ん
で
来
た
。
眼
下

に
広
が
る
景
色
は
、
鉛
色
の
荒

涼
と
し
た
原
野
に
起
伏
の
激
し

い
山
々
が
幻
想
的
な
風
景
を
醸

し
出
し
て
い
た
。
再
三
見
た
い

衝
動
に
駆
ら
れ
な
が
ら
も
、
再

会
を
約
束
し
気
持
ち
を
押
さ
え

た
。今

年
七
月
上
旬
、
ア
ラ
ス
カ

の
山
と
再
会
す
る
機
会
を
得

た
。
季
節
も
同
じ
、
シ
ア
ト
ル

か
ら
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
向
か
う

の
は
昼
間
、
誰
に
は
ば
か
る

こ
と
な
く
ア
ラ
ス
カ
を
望
む
こ

と
が
で
き
た
。
あ
の
荒
涼
と
し

た
原
野
は
雪
景
色
で
な
く
、
雲

の
上
の
風
景
で
あ
る
こ
と
に
気

付
い
た
。
山
々
が
雲
の
上
に
浮

か
ん
で
い
る
。
美
し
い
。“Y

e 

com
in
g
 b
ack
 to see th

e  

M
ountains ”

楽
し
み
に
し
て
い
た
ア
ラ
ス

カ
旅
行
は
、
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ

か
ら
始
ま
っ
た
。
キ
ャ
プ
テ

ン
・
ク
ッ
ク
が
開
い
た
ア
ン
カ

レ
ッ
ジ
は
、
こ
れ
ま
で
の
航
路

の
中
継
点
と
し
て
の
働
き
で
な

く
、
観
光
都
市
と
し
て
生
き
て

い
た
。
街
路
は
碁
盤
の
目
状
に

整
然
と
走
り
、
短
い
夏
を
謳
歌

す
る
か
の
よ
う
に
、
至
る
所
に

草
花
が
植
え
ら
れ
飾
ら
れ
て
い

た
。
シ
ア
ト
ル
の
雑
踏
を
通
り

抜
け
て
き
た
こ
と
も
あ
る
が
、

ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
清
潔
さ
が
一

層
強
く
感
じ
ら
れ
、
札
幌
の
町

並
み
を
思
い
出
さ
れ
、
風
情
は

私
に
郷
愁
を
誘
っ
た
。

（
一
）
氷
河
ク
ル
ー
ズ

ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
ク
ッ
ク

入
り
江
タ
ァ
ナ
ゲ
ン
ア
ー
ム
入

り
江
と
フ
ィ
ヨ
ル
ド
海
岸
独
特

の
風
景
を
望
み
な
が
ら
、
ひ
た

す
ら
車
は
高
速
道
路
を
走
る
。

ポ
ー
テ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ス
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
湾
の
玄
関
口
ウ
ィ

ッ
テ
ィ
ア
ま
で
は
、
北
米
高
速

ト
ン
ネ
ル
と
し
て
最
も
長
い
道

を
抜
け
る
。
巨
大
な
氷
河
、
ラ

ッ
コ
、
ア
ザ
ラ
シ
に
会
え
る
所

へ
来
た
。
心
踊
る
。

プ
リ
ン
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
湾

の
ク
ル
ー
ズ
は
、
静
か
な
フ
ィ

ヨ
ル
ド
に
浮
く
ラ
ッ
コ
の
群
の

歓
迎
か
ら
始
ま
っ
た
。
波
静
か

な
湾
、
氷
河
を
頂
い
た
峰
々
、

新
緑
の
森
林
、
時
の
流
れ
を

忘
れ
さ
せ
る
静
け
さ
で
あ
る
。

二
十
六
カ
所
の
氷
河
が
見
ら
れ

る
こ
の
湾
で
あ
る
が
、
サ
プ
ラ

イ
ズ
氷
河
に
優
る
も
の
は
な
か

っ
た
。
圧
巻
で
あ
る
。

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」、

こ
の
言
葉
は
こ
の
大
氷
河
の
情

景
に
作
ら
れ
た
言
葉
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
高
さ
百
メ
ー

ト
ル
近
い
氷
河
が
豪
快
に
崩

れ
落
ち
、
無
数
の
氷
塊
が
浮
か

ぶ
。
崩
壊
で
出
る
音
響
が
あ
た

り
に
響
く
。
波
が
ク
ル
ー
ズ
船

を
揺
ら
す
。
自
然
の
力
の
偉

大
さ
を
感
じ
さ
せ
る
に
十
分
な

迫
力
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
魅
力

は
、
何
と
言
っ
て
も
自
然
が
作

る
芸
術
品
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
ア
イ

ス
だ
ろ
う
。

雪
の
堆
積
し
て
で
き
た
氷

が
、
圧
力
で
空
気
が
抜
け
澄
み

切
っ
た
青
く
輝
く
氷
と
な
る
。

壮
大
な
自
然
の
営
み
の
中
に

も
、
繊
細
な
営
み
が
あ
る
こ
と

を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
ブ
ル
ー

の
色
合
い
、
い
か
な
る
方
法
で

も
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ぞ
れ
、

己
の
深
い
心
の
底
に
印
象
付
け

る
こ
と
し
か
。

（
二
）
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
へ
の

フ
ラ
イ
ト
シ
ー
イ
ン
グ

ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
空
港
の
近
く

に
は
、
五
、六
人
乗
り
の
水
上

飛
行
機
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い

る
。
道
路
網
が
発
達
で
き
な
い

ア
ラ
ス
カ
で
は
、
飛
行
機
が
日

常
の
乗
り
物
と
さ
れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
五
人
は
ミ
ス
タ

ー
・
マ
イ
ク
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

案
内
で
乗
り
込
む
。
レ
シ
ー
バ

ー
を
耳
に
当
て
、
ベ
ル
ト
を
締

め
て
準
備
Ｏ
Ｋ
。

“Y
ou are co-pilot ”

“T
oday is fi ne ”

“L
et's fl y ”

飛
行
機
は
、
湖
上
を
滑
る
よ

う
に
飛
び
立
つ
。
マ
イ
ク
の

優
し
い
ま
な
ざ
し
は
、
わ
れ
わ

れ
に
ま
っ
た
く
不
安
を
抱
か
せ

な
い
。
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
ツ

ン
ド
ラ
の
大
地
、
宝
石
の
よ

う
に
輝
く
大
小
無
数
の
湖
、
新

緑
に
萌
え
る
森
林
、
つ
か
の
間

グループ保険ご加入のみなさまへ 

グループ保険加入者のみなさまには9月 29日に被保険者票と
一緒に明細をお届けしますので、ご確認くださるようお願い申し
上げます。 

グループ保険還元金を 
9月29日（金）に送金します 
グループ保険還元金を 
9月29日（金）に送金します 

送金日  2006年 9月 29日　振込口座  保険料振替口座 
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に
飛
行
機
は
ア
ラ
ス
カ
の
と
て

つ
も
な
い
広
大
な
景
色
の
上
を

飛
ん
で
い
た
。
マ
ッ
キ
ン
リ
ー

（
六
一
九
四
メ
ー
ト
ル
）、
フ
ォ

ー
レ
イ
カ
（
五
三
〇
〇
メ
ー
ト

ル
）、
ハ
ン
タ
ー
（
四
四
二
七

メ
ー
ト
ル
）
山
脈
の
間
を
縫
う

よ
う
に
飛
ぶ
。
幾
重
も
の
大
氷

河
、
紺
碧
の
空
に
浮
か
ぶ
純
白

の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
。

“G
reat! ”

機
を
左
右
に
大
き
く
旋
回
さ

せ
な
が
ら
、
マ
イ
ク
が
叫
ぶ
。

“O
n
 th
e rig

h
t,O
n
 th
e 

left,S
traig

h
t ah
ead
,P
ictu
re 

chance ”

（
〝
今
日
は
最
高
の

天
気
、
君
達
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
〞）

と
。パ

イ
ロ
ッ
ト
自
身
も
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
押
し
て
い
る
。

デ
ナ
リ
国
立
公
園
の
大
自
然

は
、
人
は
単
な
る
傍
観
者
、
人

の
力
が
及
ぶ
所
で
は
な
い
こ
と

を
痛
切
に
感
じ
た
。
大
氷
河
の

所
々
に
点
在
す
る
グ
レ
ー
シ
ャ

ー
ブ
ル
ー
の
池
、
青
い
池
の
水

は
人
の
愚
か
さ
、
傲
慢
さ
を
嘆

く
涙
か
、
は
た
ま
た
気
付
い
て

く
れ
た
時
の
心
清
め
の
水
な
の

で
あ
ろ
う
か
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
は
教
え
て
く
れ

た
。〝

氷
河
に
降
り
て
耳
を
す
ま

し
て
い
る
と
、
氷
河
の
さ
さ
や

き
が
聞
こ
え
て
来
る
ん
だ
よ
。

優
し
い
天
使
の
声
が
〞

素
晴
ら
し
か
っ
た
ア
ラ
ス

カ
旅
行
も
終
わ
り
に
近
づ
い

た
。
別
れ
の
日
に
、
近
く
の
岬

に
サ
ン
セ
ッ
ト
鑑
賞
に
出
か
け

た
。
夜
の
十
一
時
、
夕
日
は
ゆ

っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
と
右
側
に

傾
き
、
ク
ッ
ク
入
江
に
長
い
帯

状
の
輝
き
と
右
手
奥
の
マ
ッ
キ

ン
リ
ー
を
薄
赤
く
照
ら
し
出
し

た
。時

間
（
と
き
）
が
止
ま
っ
た
。

ア
リ
エ
ス
カ
山
の
熊
、
プ
リ

ン
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
湾
の
ラ
ッ

コ
の
親
子
、
出
会
っ
た
多
く
の

人
々
。

See you later.

フェアバンクス フェアバンクス 

アンカレジ 

Mt.Mckinley

サプライズ氷河 サプライズ氷河 

ポーテージ 

アラスカ湾 

ウィッティア ウィッティア 

プリンス・ウィリアム湾 

Cook 
Inlet

Delta JunctionDelta Junction

TokTok

PaxsonPaxson

Cantwell

Glennallen
Gulkana

プリンス・ウィリアム湾西側、サプライズ氷河が流れ込む
ハリマン・フィヨルドの氷壁と氷塊

午後11時30分　サンセット
夕日に映えるクック入り江　夕日は右へ右へ移る

正面白壁のマッキンリー山（6194メートル）
ディナリー国立公園　機内より
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（解答は10面にあります） （解答は10面にあります） 

持
駒
　
飛
金
香 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先白死　5分で上級者 
〈ヒント〉 コウでは失敗です。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉銀をうまく使う。 
 10分で１級。 

123456

一 

二 

三 

四 

五 

六 

七 

一 

8 9 107654321

二 

三 

四 

五 

六 

七 

桂 

桂 

歩 

玉 

銀 

歩 

歩 

金 
金 

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

【
三
月
十
六
日
】

前
日
か
ら
の
雪
が
や
ん
で
、

大
型
ヘ
リ
が
姿
を
現
し
、
一
気

に
カ
ト
マ
ン
ズ
空
港
に
降
り
立

つ
こ
と
が
で
き
た
。

一
番
印
象
に
残
っ
た
人
物

は
？
と
問
わ
れ
れ
ば
、
ソ
ー

ン
・
バ
フ
ァ
ド
ゥ
ン
ガ
君
（
十

歳
）。
ロ
ッ
ジ
で
火
を
絶
や
さ

な
い
よ
う
に
と
ス
ト
ー
ブ
に
薪

を
く
べ
、
ト
イ
レ
の
水
を
補
給

し
、
赤
ち
ゃ
ん
を
背
中
に
負
っ

て
あ
や
す
。
き
ら
き
ら
輝
く
瞳

と
笑
顔
が
め
っ
ぽ
う
良
い
。
彼

だ
け
で
な
く
、
ラ
ン
タ
ン
村
の

ロ
ッ
ジ
の
子
ど
も
も
ス
ト
ー
ブ

の
世
話
と
便
所
掃
除
、
ト
リ
ス

リ
・
バ
ザ
ー
ル
の
食
堂
の
子
も

食
器
洗
い
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
子

ど
も
で
あ
っ
て
も
、
ち
ゃ
ん
と

仕
事
を
分
担
し
て
い
る
。
日
本

の
子
は
と
、
ふ
と
考
え
て
し
ま

っ
た
。
厳
し
い
生
活
環
境
の
中

で
電
気
や
水
に
乏
し
く
、
か
ま

ど
で
ヤ
ク
の
糞
や
薪
を
た
く
生

活
、
で
も
そ
こ
に
は
日
本
人
が

失
っ
て
し
ま
っ
た
大
切
な
も
の

が
残
っ
て
い
る
。

（
続
く
）

会
員
の
連
載
も
募
集
し
ま
す
 

三
回
か
ら
十
二
回
程
度
の
旅
行
記
や
趣
味
に
つ
い
て
連
載

を
お
書
き
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

88888

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

88888

会員リレーエッセイ                          ◆◆ 87◆◆原
稿
募
集
中
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
憲
法
九
条
・
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

三宅　靖（金沢市・内科） 清光　義則（能美市・内科） 3

ヒマラヤトレッキングの 
 夢がかなった 

ヒマラヤトレッキングの 
 夢がかなった 
ヒマラヤトレッキングの 
 夢がかなった 

4回シリーズ　その 

私
の
専
門
科
は
外
科
で
あ
り
、
金
沢
大
学
第
一
外
科
で
外

科
学
の
基
礎
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
以
来
メ
ス
を
握
る

毎
日
で
、
こ
れ
ま
で
回
っ
た
職
場
は
す
べ
て
入
院
設
備
の
あ

る
病
院
で
し
た
。

そ
れ
が
五
十
五
歳
に
な
っ
た
途
端
、
メ
ス
を
聴
診
器
に
持

ち
替
え
、
内
科
を
標
榜
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
同
じ
医
局
仲
間
で
、
す
で
に
開
業
し
て
盛
業
の
Ｎ

医
院
で
、
開
業
の
イ
ロ
ハ
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
彼
曰

く
「
病
院
勤
務
医
と
開
業
医
と
で
は
天
と
地
の
差
が
あ
る
。

と
に
か
く
医
療
行
為
は
も
ち
ろ
ん
金
銭
面
で
も
安
全
第
一
に

配
慮
し
、
無
理
を
し
な
い
こ
と
だ
」
と
、
繰
り
返
し
言
い
聞

か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
消
化
器
専
門
科
と
し
て
診
療
す
る

こ
と
を
決
意
し
、
設
備
と
ス
タ
ッ
フ
を
し
ぼ
り
、
土
地
建
物

は
借
り
物
で
済
ま
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
日
十
五
人
程
度
の
患
者
さ
ん
で
も
何
と
か
収
支
が
合
う

よ
う
に
、
と
の
試
算
か
ら
四
十
坪
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
ク

リ
ニ
ッ
ク
と
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
精
一
杯
の
診
療
が
行
え

る
よ
う
、
医
療
器
械
は
す
べ
て
新
型
で
ス
リ
ム
な
も
の
で
揃

え
ま
し
た
。
医
療
専
用
に
設
計
さ
れ
て
い
る
棚
や
ト
レ
イ
は

一
切
設
置
せ
ず
、
付
帯
設
備
は
す
べ
て
据
付
収
納
付
と
し
ま

し
た
。「
と
に
か
く
何
が
な
ん
で
も
四
十
坪
に
収
め
る
の
だ
」

と
考
え
て
い
く
と
、
自
分
で
も
不
思
議
な
く
ら
い
ア
イ
デ
ア

が
湧
き
ま
し
た
。
特
に
内
視
鏡
室
は
こ
れ
ま
で
モ
ニ
タ
ー
や

吸
引
機
、
酸
素
ボ
ン
ベ
、
処
置
具
の
ス
タ
ン
ド
、
電
気
メ
ス

な
ど
が
所
狭
し
と
ば
か
り
検
査
台
を
取
り
巻
く
よ
う
に
置
か

れ
て
い
る
の
が
常
で
し
た
が
、
今
回
、
医
療
器
メ
ー
カ
ー
の

方
々
の
お
知
恵
を
拝
借
し
、
中
央
の
検
査
台
に
す
べ
て
収
納

で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
切
り
詰
め
る
だ
け
切
り
詰
め
た
結

果
、
い
ざ
出
来
上
が
っ
て
み
る
と
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
い
う
よ

り
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
事
務
所
の
よ
う
な
雰
囲
気
と
な
り
ま

し
た
。
広
々
と
し
た
病
院
で
の
診
療
し
か
経
験
し
た
こ
と
が

無
か
っ
た
私
に
は
、
こ
れ
で
医
療
行
為
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
の
か
当
初
は
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
一
年
経
過
し
た
現

在
、
た
い
し
た
不
自
由
も
感
じ
な
い
で
上
下
部
消
化
管
内
視

鏡
検
査
・
治
療
を
は
じ
め
創
傷
処
理
や
体
表
面
腫
瘍
切
除
・

痔
核
切
除
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

消
化
器
科
開
業
に
欠
か
せ
な
い
設
備
と
し
て
業
者
さ
ん
が

言
わ
れ
て
い
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
透
視
設
備
や
医
薬
品
専
用
冷

蔵
庫
、
医
薬
品
専
用
棚
（
こ
れ
ら
が
驚
く
ほ
ど
高
価
な
の
で

す
）、
汚
物
処
理
室
、
金
庫
、
院
長
室
な
ど
は
無
く
て
も
、

そ
う
不
自
由
は
感
じ
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
パ
ー
ト
さ
ん
で
あ
り
、
皆
さ
ん

休
み
た
い
と
き
に
休
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
事
前
に
そ
れ

ぞ
れ
が
や
り
く
り
し
て
持
ち
場
を
受
け
持
っ
て
く
れ
て
い
る

よ
う
で
、
こ
れ
ま
で
特
に
診
療
に
支
障
を
き
た
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
経
験
し
て
「
開
業
と
は

医
師
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
十
分
に
発
揮
す
る
場
を
持
つ
こ
と

で
あ
り
、
ひ
と
つ
と
し
て
同
じ
形
態
の
開
業
は
無
い
」
と
実

感
し
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

今
日
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
皆
様
方
に
、
こ
の
場
を

借
り
ま
し
て
、改
め
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

今
後
と
も
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

神々の座に囲まれたキャンジンゴンパ

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
し
て
み
て

森　

明
弘
（
野
々
市
町
／
内
科
・
外
科
）
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【
三
月
十
二
日
】

快
晴
。
周
囲
全
部
が
純
白
の

神
々
の
座
、
紺
碧
の
空
に
聳

え
立
っ
て
い
る
。
神
々
し
い

ば
か
り
に
輝
い
て
い
る
。
ラ

ン
タ
ン
リ
ル
ン
（
七
二
四
五

メ
ー
ト
ル
）、
キ
ム
シ
ュ
ン

（
六
七
四
五
メ
ー
ト
ル
）、
キ

ャ
ン
ジ
ン
・
リ
、
ガ
ン
チ
ェ
ン

ポ
（
六
三
八
七
メ
ー
ト
ル
）、

ポ
ン
ゲ
ン
ド
プ
ク
（
五
九
三
〇

メ
ー
ト
ル
）
、
ウ
ル
キ
ン
マ
ン

（
六
一
五
一
メ
ー
ト
ル
）
、
ガ

ン
ジ
ャ
ラ
（
五
一
二
二
メ
ー
ト

ル
）、ナ
ヤ
カ
ン
ガ
（
五
八
四
六

メ
ー
ト
ル
）、
ラ
ン
タ
ン
・
リ

（
七
二
三
九
メ
ー
ト
ル
）。
ヒ
マ

ラ
ヤ
ひ
だ
が
く
っ
き
り
と
見
え

る
。
ラ
ン
タ
ン
リ
ル
ン
と
キ
ム

シ
ュ
ン
か
ら
氷
河
が
流
れ
、
ア

イ
ス
フ
ォ
ー
ル
（
氷
瀑
）
が
物

凄
い
。
息
を
呑
ん
で
た
だ
呆
然

と
眺
め
る
。
ま
さ
に
至
福
の
時

だ
。【

三
月
十
四
日
】

ツ
ェ
ル
ゴ
・
リ
の
ア
タ
ッ
ク

隊
七
人
は
十
四
時
間
半
か
け
て

登
頂
に
成
功
し
た
。

【
三
月
十
五
日
】

ま
だ
ピ
ー
ク
を
踏
ん
で
い
な

い
メ
ン
バ
ー
（
私
を
含
む
）
の

た
め
に
、
村
の
す
ぐ
後
ろ
の

タ
ル
チ
ョ
は
た
め
く
無
名
峰
へ

登
る
と
い
う
あ
り
が
た
い
番

外
編
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で

私
は
、
雪
山
登
山
は
ほ
と
ん
ど

経
験
が
な
か
っ
た
が
、
十
一
時

十
分
、
標
高
四
四
四
四
メ
ー
ト

ル
の
頂
上
に
立
つ
こ
と
が
で
き

た
。
雪
の
舞
う
中
を
体
調
不
良

で
も
行
っ
て
来
れ
た
の
は
、
本

当
に
み
ん
な
の
励
ま
し
と
ア

ド
バ
イ
ス
の
お
か
げ
。
特
に
シ

ェ
ル
パ
の
パ
ル
カ
ス
・
ラ
イ
さ

ん
の
サ
ポ
ー
ト
な
く
し
て
は
考

え
ら
れ
な
い
。「
ビ
ス
タ
ー
リ

（
ゆ
っ
く
り
）、
ビ
ス
タ
ー
リ
」

と
勇
気
づ
け
、
急
斜
面
の
雪
面

で
は
キ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
で
足
場

を
つ
く
っ
て
く
れ
、
下
が
草
地

で
滑
り
そ
う
な
所
で
は
、
い
つ

落
ち
て
き
て
も
支
え
て
や
る
ぞ

と
い
っ
た
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

き
て
、
つ
ら
い
け
れ
ど
も
頑
張

る
こ
と
が
で
き
た
。
感
謝
の
気

真
っ
白
な
神
々
の
座
に

囲
ま
れ
て
至
福
の
時
を

す
ご
し
た

現
地
の
人
々
と
の
交
流
で

感
じ
た
こ
と
（
１
）
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